
悠ゆ
う

久き
ゅ
う

山ざ
ん

の
泉せ

ん

翠す
い

池い
け

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
◯46

大
正
の
初
め
、
悠
久
山
を
多
く

の
市
民
が
親
し
め
る
公
園
に
し
よ

う
と
、
還
暦
を
過
ぎ
た
市
内
の
有

力
者
た
ち
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
集
ま
り
は
令れ

い

終し
ゅ
う

会か
い

と
い
い
、

公
共
施
設
の
整
備
に
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。

公
園
設
計
は
厳
島
公
園
（
広
島

県
）、
青
森
公
園
（
青
森
県
）
な
ど

全
国
各
地
の
公
園
を
手
掛
け
て
い

た
長
岡
安
平
に
依
頼
。
彼
は
自
然

を
生
か
し
、
多
く
の
市
民
が
憩
え

る
広
場
や
池
と
い
っ
た
環
境
づ
く

り
を
重
視
し
ま
し
た
。

秋
の
一
日
、
泉
翠
池
の
周
囲
を

散
策
す
る
と
、
悠
久
山
公
園
の
素

晴
ら
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

ま
ず
、
池
の
東
側
か
ら
桜
山
の

す
そ
に
沿
っ
て
遊
歩
道
を
歩
く
と
、

滝
が
あ
り
ま
す
。
滝
は
大
正
八
年

に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
水

が
流
れ
落
ち
、
泉
翠
池
に
注
い
で

い
ま
す
。
注
ぎ
口
に
は
、
白
い
御

影
石
の
橋
が
架
か
り
、
橋
を
中
心

と
し
て
、
池
の
ほ
と
り
に
は
し
だ

れ
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九

七
九
）
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
で
、

春
に
素
晴
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
ま
す
。

ま
た
、
西
側
の
遊
歩
道
脇
に
は

萩
が
植
え
ら
れ
、
秋
の
風
情
を
か

も
し
だ
し
て
い
ま
す
。
南
側
に
は
、

令
終
会
の
功
績
を
た
た
え
た
大
き

な
自
然
石
の
碑
も
あ
り
ま
す
。

県
内
有
数
の
桜
の
名
所
で
あ
り
、

日
本
の
都
市
公
園
百
選
に
も
な
っ

て
い
る
悠
久
山
公
園
。
そ
の
素
晴

ら
し
い
景
観
は
、
公
園
建
設
の
た

め
に
尽
力
し
た
多
く
の
人
た
ち
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
今
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

▲泉翠池（悠久町）

泉翠池は大正７年に、水田であっ
た場所を掘って作られました。東西
45メートル、南北215メートル、深さ
1.2メートルの大池で、最初は「�せん翠
池」と命名されました。
「�」には「影が水にうつる」と

いう意味があります。蒼柴神社の老
松が清らかな水面に映る美しさは、
悠久山一の景勝でした。

（市政モニター・
�山ヨシ子さん）

燃やさないごみの日に、ビール
缶やジュース缶が出されているの
をよく見かけます。
現在、空き缶・空きびんの回収
は月１回ですが、保管場所のない
人のために収集回数を増やしても
らえればと思うのですが。

来年６月から、週１回の
回収を実施します
（回答：環境業務課）
長岡市では、「びん」は平成４年
度から、「缶」は平成７年度から資
源として、全市で月１回の回収を
始めました。
子ども会等による資源回収を含
めて、平成10年度の長岡市の資源
化率は10.１％となりましたが、ま
だまだ引き上げていかなければな
りません。
来春の「リサイクルプラザ」完
成にあわせ、現在の分別方法を来
年６月から次のように変更します。

「ペットボトル」を回収品目に
加え、「びん」「缶」「ペットボトル」
の３品を週１回、通年収集します。
収集方法は、冬期間の状況や収集
・排出の効率などを考慮し、現在
のコンテナ方式をやめ、袋に３品
をいっしょに入れて出してもらう
方式に切り替えることにしていま
す（詳しくは10～11ページ「ペッ
トボトルを資源ごみにします」を
ご覧ください）。
次世代にきれいな環境と豊かな
資源を引き継ぐためには、「ごみを
きちんと分別する」という基本的
なことの実践が欠かせません。市
民のみなさん一人ひとりのご理解
とご協力を、今後もよろしくお願
いします。

市政へのご意見は「市長への手紙」でお寄せください。市役所１階案
内所、市民サービスコーナー、中央公民館、各地区公民館、各図書館に
置いてある「市長への手紙」のはがきをご利用ください。

通信７

ナガ
オカ

ネイチ
ャー

スコ
ープ

11月自然観察〇151

アカトンボと言われることの多い、最も
身近な昆虫。５、６月ころ羽化した成虫は
体が柔らかく、色も黄色みが強いもので、
夏には高標高地に移動し、平野部では見る
ことが稀である。
秋の深まりとともに平野部に群れて姿を
現すが、秋の個体は体が赤く、耐寒性が強
いことから初雪の後でさえ飛翔する姿が見
られる。
１９７０年代は本種の減少が伝えられた
が、近年多く観察される。

ア
キ
ア
カ
ネ

道端や田んぼのあぜ、川原などの日当た
りのよいところに普通に見られるつる性の
一年草。茎には下向きの鋭い刺があり、ほ
かの草や木にからみつく。
夏から秋にかけてが開花期だが、花は淡
緑色で小さく、ほとんど目立たない。むし
ろ、果実が円形の托葉の上で青色に色づい
てくるとよく目立つ。
美しい果実を見つけるとつい手に取って
みたくなるが、茎についた鋭い刺をお忘れ
なく。

イ
シ
ミ
カ
ワ

▲

�
山
ヨ
シ
子
さ
ん

～びん・缶の収集回数を増やせませんか？～

■■ 編編集集・・発発行行／／長長岡岡市市広広報報課課 〒〒994400--88550011 新新潟潟県県長長岡岡市市幸幸町町22のの11のの11 長長岡岡市市役役所所 ��00225588・・3355・・11112222
��00225588・・3399・・22227722 ■■ 平平成成1111年年1111月月11日日発発行行

古紙配合率70％再生紙を使用しています



昭
和
五
十
九
年
六
月
、
市
長
に

就
任
以
来
、
十
五
年
余
に
わ
た
っ

て
、
光
栄
あ
る
職
責
を
担
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
喜

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
を

励
ま
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

と
も
に
歩
ん
で

私
は
、
就
任
以
来
一
貫
し
て
市

民
と
と
も
に
考
え
、
市
民
と
と
も

に
歩
む
こ
と
を
市
政
運
営
の
基
本

と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
理

念
の
も
と
に
、
市
民
の
英
知
を
集

め
て
「
新
長
岡
発
展
計
画
」
を
策

定
し
、
市
政
の
発
展
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
、
多
く
の
市
民
と
市
政
を

語
り
合
え
た
こ
と
は
、
私
の
大
き

な
財
産
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
開

か
れ
た
市
政
の
実
現
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
目
指

し
た
「
個
性
豊
か
な
国
際
文
化
都

市
づ
く
り
」
が
大
き
く
前
進
し
、

長
岡
市
の
ゆ
る
ぎ
な
い
発
展
の
礎

が
築
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
長
岡
市
は
地
方

分
権
を
は
じ
め
と
し
た
大
き
な
変

革
の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
都

市
間
の
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
な

か
、
私
た
ち
は
英
知
を
結
集
し
て

新
し
い
世
紀
へ
の
飛
翔
の
た
め
に
、

た
ゆ
み
な
く
歩
み
続
け
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
、
首
長
が
万
全
な

執
務
を
遂
行
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
七
月
に

体
調
を
く
ず
し
、
以
来
、
静
養
に

専
念
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
快
方

に
向
か
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
回

復
に
は
い
ま
し
ば
ら
く
の
時
間
を

必
要
と
す
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
日
ご
ろ
か
ら
易
経
の

「
進
む
を
知
り
て
退
く
を
知
ら
ず

…
」
を
自
戒
の
言
葉
と
し
て
お
り
、

人
間
の
出
処
進
退
の
心
が
け
と
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
任
期
途
中
で

の
辞
任
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
は
周
り
の
情
勢
を
見
極
め
る

２

日
浦
市
長
は
九
月
三
十
日
、
桜
井
市
議
会
議
長
に
辞
表
を
提
出
し
、
十
月
二
十
日
に
退
職
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
六
月
に
市
長
に
就
任
以
来
、「
対
話
と
市
民
参
加
」
の
市
政
を
基
本
と
し
て
、

「
個
性
豊
か
な
国
際
文
化
都
市
な
が
お
か
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
長
期
的
な
展
望
の
も
と
に
、

積
極
的
に
進
め
て
き
た
日
浦
市
政
の
十
五
年
間
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

退
任
の
あ
い
さ
つ

日
浦

晴
三
郎

日
浦
市
長

退
職

▲千秋が原ふるさとの森 花の広場で

中
で
、
長
い
間
熟
慮
し
た
結
論
で

あ
り
ま
す
。

発
展
の
種
子
を
ま
い
て

私
は
、
四
期
目
の
出
発
に
当

た
っ
て
、
新
世
紀
へ
の
新
た
な
る

飛
躍
の
種
を
蒔ま

き
新
し
い
時
代
へ

の
掛
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
た
時
に
、
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
清
新
な
後
継
者
に
引
き
継
ぐ
べ

き
だ
と
考
え
、
市
政
発
展
の
種
子

を
ま
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
い
ま
、
そ
の
種
子
が
発
芽
し
、

開
花
し
、
時
の
大
き
な
流
れ
の
中

で
、
そ
の
区
切
り
の
時
を
迎
え
て

お
り
ま
す
こ
と
を
深
い
感
慨
の
中

で
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

待
望
の
国
営
越
後
丘
陵
公
園
が

開
園
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

も
動
き
出
し
ま
し
た
。
一
方
で
は
、

広
域
圏
の
動
脈
と
し
て
多
年
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
長
岡
東
西
道
路

の
整
備
も
動
き
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
こ
そ
人
間
形
成
、

都
市
づ
く
り
の
要
諦て

い

と
し
て
進
め

て
い
る
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
は

全
国
注
視
の
中
で
、
小
林
虎
三
郎

の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
一
時
代
を

画
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
経
済
の
求
め
て

止
ま
な
い
産
・
学
・
官
連れ

ん

繋け
い

の
要

で
あ
る
長
岡
造
形
大
学
の
大
学
院

も
開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
を
育
む
「
福
祉
の

と
も
し
び
運
動
」
は
、
万
灯
へ
と

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き

る
行
財
政
の
改
善
は
、
実
行
の
段

階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
は
、
米
百
俵
の

精
神
を
現
代
に
具
現
化
し
よ
う
と

し
て
そ
の
継
承
に
力
を
そ
そ
い
で

き
た
結
果
で
あ
り
、
私
は
こ
の
流

れ
が
誤
り
の
な
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
を
喜
び
、
長
岡
発
展

の
一
つ
の
区
切
り
の
時
と
見
極
め

て
お
り
ま
す
。

新
し
い
千
年
は

新
し
い
感
性
で

新
し
い
千
年
の
歴
史
が
い
ま
、

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

歴
史
を
構
築
す
る
と
い
う
大
き
な

仕
事
が
始
ま
る
の
で
す
。
そ
し
て

そ
の
大
き
な
仕
事
は
、
私
で
は
な

く
、
清
新
な
後
継
者
に
こ
そ
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ま
す
。
新
し
い
体

制
で
、
新
し
い
感
性
を
も
っ
て
推

進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
こ
う
し
た
区
切
り
の
時

に
喜
ん
で
後
事
を
託
す
る
こ
と
の

で
き
ま
す
こ
と
を
こ
の
上
も
な
い

幸
せ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
助
役
と
し
て
九
年
余
、

市
長
と
し
て
十
五
年
余
、
通
算
す

る
と
お
よ
そ
四
半
世
紀
に
わ
た
り

長
岡
市
の
発
展
に
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
漸よ
う
や

く
に
し
て

新
世
紀
へ
の
掛
け
橋
と
し
て
の
役

割
の
一
部
を
成
し
遂
げ
、
ほ
っ
と

一
息
つ
い
て
み
る
と
、
齢よ

わ
い

八
十
の

坂
を
越
え
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
、

四
半
世
紀
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

市
政
の
発
展
に
い
さ
さ
か
で
も
寄

与
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
お
り

ま
す
。
と
同
時
に
、
今
日
ま
で
私

と
と
も
に
歩
み
、
励
ま
し
て
下

さ
っ
た
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
今
後
し
ば
ら
く
の
間
は

静
養
し
、
体
調
の
回
復
に
専
念
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
日
ま

で
長
き
に
わ
た
っ
て
、
私
を
叱し

っ

咤た

激
励
し
て
下
さ
っ
た
市
民
の
皆
様

に
重
ね
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
、
一
市
民
と
し
て

新
し
い
世
紀
に
お
け
る
市
政
の
さ

ら
な
る
発
展
を
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
一
人
一
人
の
幸
せ

を
願
い
、
辞
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

３

▲長岡市立養護学校高等部開設式で（平成11年７月12日）

《日浦市政15年のあゆみ》



４

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）

・
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
入
居
ス
タ
ー
ト

・
対
話
集
会
は
じ
ま
る

・
非
核
平
和
都
市
宣
言

・「
新
長
岡
発
展
計
画
」
検
討
委
員
会
が
発
足

１
９
８
５
（
昭
和
60
）

・「
さ
ん
わ
工
房
」「
さ
ん
わ
の
家
」
オ
ー
プ
ン

・
青
葉
台
中
学
校
開
校

・
大
手
大
橋
開
通

・「
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い
」
は
じ
ま
る

・
関
越
自
動
車
道
全
通

・
市
史
編
さ
ん
に
着
手

・
在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
は
じ
ま
る

・
長
岡
駅
大
手
口
駅
前
広
場
完
成

・
新
長
岡
発
展
計
画
ま
と
ま
る

１
９
８
６
（
昭
和
61
）

・
鳥
越
ご
み
焼
却
施
設
が
操
業
を
開
始

・
希
望
が
丘
公
民
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
市
役
所
に
手
話
通
訳
奉
仕
員
を
配
置

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
地
下
水
保
全
条
例
施
行

・
市
制
施
行
80
周
年
「
光
と
音
の
祭
典
」
を
開
催

・「
ふ
る
さ
と
長
岡
の
あ
ゆ
み
」
発
行

・
南
部
工
業
団
地
造
成
を
完
了

・
市
の
木
「
ケ
ヤ
キ
」、
市
の
花
「
ツ
ツ
ジ
」
告
示

・
長
岡
バ
イ
パ
ス
全
通

１
９
８
７
（
昭
和
62
）

・
財
団
法
人
長
岡
市
人
材
育
成
基
金
発
足

・
中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
つ
ぼ
園
オ
ー
プ
ン

・
個
人
情
報
保
護
懇
談
会
が
初
会
合

・「
長
岡
の
空
襲
」
発
行

・
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
と
姉
妹
都
市
締
結

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
銀
行
設
立

１
９
８
８
（
昭
和
63
）

・
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
じ
ま
る

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
、
前
川
地
区
で
通
水

・
信
濃
川
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
の
認
可

・
健
康
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
な
が
お
か
女
性
プ
ラ
ン
策
定
は
じ
ま
る

・
国
道
三
五
一
号
の
新
榎
ト
ン
ネ
ル
開
通

・
と
も
し
び
運
動
ス
タ
ー
ト

▲中央図書館が完成（昭和62年３月）

▲全日本花いっぱい長岡大会（平成４年５月）

▲青葉台小学校が開校（平成２年４月）
全校児童64人でスタート。開校10周年を迎え
た今年、児童数は293人になっています。

▲市民体育館オープン（平成元年３月）
前年の昭和63年には地域対抗スポーツ大会が始まり、
健康センターも完成。健康やスポーツへの関心が高ま
りました（写真は竣

しゅん

工記念招待バレーボール大会）。

▲▲国国際際交交流流時時代代へへ（（写写真真ははフフォォーートトワワーースス市市議議会会議議場場ででのの調調印印式式でで））
昭昭和和6622年年1111月月、、アアメメリリカカフフォォーートトワワーースス市市とと姉姉妹妹都都市市締締結結。。1122年年間間のの
交交流流活活動動はは、、他他のの姉姉妹妹都都市市のの模模範範とといいわわれれるるままででにに成成熟熟ししてていいまますす。。
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１
９
８
９
（
平
成
元
年
）

・
悠
久
山
公
園
整
備
計
画
発
表

・
市
民
体
育
館
、
教
育
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
悠
久
山
公
園
が
都
市
公
園
百
選
に
選
定

・
長
岡
産
業
交
流
会
館
起
工
式

・
新
長
岡
発
展
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」
策
定
ス
タ
ー
ト

・
長
岡
大
橋
、
四
車
線
開
通

１
９
９
０
（
平
成
２
）

・
千
秋
が
原
整
備
計
画
発
表

・
青
葉
台
小
学
校
が
開
校

・
雲
出
工
業
団
地
第
一
期
分
譲
開
始

・
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
ナ
イ
ト
ケ
ア
事
業
」

ス
タ
ー
ト
、
長
岡
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

・
生
涯
学
習
推
進
会
議
発
足

・「
火
焔
土
器
」
重
要
文
化
財
に
指
定

・
宮
下
工
業
団
地
完
成

・
長
岡
造
形
大
学
設
置
構
想
発
表

・
新
長
岡
発
展
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」
ま
と
ま
る

１
９
９
１
（
平
成
３
）

・
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
計
画
変
更

・「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
」
設
置

・
レ
ー
ザ
ー
応
用
工
学
セ
ン
タ
ー
し
ゅ
ん
工

・「
米
百
俵
の
群
像
」
完
成

・
国
営
越
後
丘
陵
公
園
起
工
式

・
長
岡
造
形
大
学
設
立
準
備
委
員
会
が
初
会
合

１
９
９
２
（
平
成
４
）

・
生
涯
学
習
基
本
計
画
ま
と
ま
る

・
福
祉
読
本
「
と
び
出
せ
！
と
も
し
び
っ
子
」
配
布

・
南
部
体
育
館
し
ゅ
ん
工

・
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
長
岡
大
会

・
都
市
景
観
基
本
計
画
を
策
定

・
空
き
び
ん
分
別
収
集
を
市
内
全
域
で
開
始

・
藤
橋
歴
史
の
広
場
オ
ー
プ
ン

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
オ
ー
プ
ン

・
福
祉
バ
ス
「
と
も
し
び
号
」
を
導
入

１
９
９
３
（
平
成
５
）

・
長
岡
地
域
が
地
方
拠
点
都
市
地
域
に
指
定

・「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
」
モ
デ
ル
事
業

ス
タ
ー
ト
（
関
原
地
区
）

・
県
立
近
代
美
術
館
オ
ー
プ
ン

・
環
境
基
本
計
画
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

・
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
設
立

・
高
規
格
救
急
車
稼
働
開
始

▲対話集会がスタート
まちづくりに市民の声を生かそうと始
まった。「市民と市長の対話集会」
はじめての対話は、勤労青少年ホーム
のみなさんと（昭和59年７月19日）

▲非核平和
昭和59年８月１日、臨時市議会で「非
核平和都市宣言」を決議。
翌60年、「非核平和都市宣言市民の集

い」を開催。以後、毎年開催し、平和へ
の誓いを新たにしています。
また、昭和61年から毎年、中学生の代
表を広島平和祈念式に派遣しています。

▲「ともしび運動」はじまる（昭和63年）
平成６年には「福祉コミュニティ構

想」を策定。地域全体で高齢者の生活の
支え合いが始まりました。同年、厚生大
臣表彰を受賞しています。

「「米米百百俵俵のの群群像像」」がが完完成成
（（平平成成３３年年1100月月））

▲関原ふれあいホーム開所式で

《
日
浦
市
政
15
年
の
あ
ゆ
み
》

平成５年７月に完成したこのホームは、地区
福祉センターの第１号。現在、整備目標の30地
区のうち、24地区で整備を完了しています。
また、平成４年９月には、高齢者センターけ

さじろが開館。以後、平成８年に「まきやま」、
10年に「ふそき」が完成。現在、南部地区基幹
センターの建設が進んでいます。 ともしびマーク
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１
９
９
４
（
平
成
６
）

・
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
策
定

・
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
長
岡
造
形
大
学
で
第
一
回
入
学
式

・
市
立
養
護
学
校
開
校
式

・
在
宅
福
祉
で
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

・
国
際
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
’94
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ

・
新
潟
県
市
長
会
長
に
就
任

・
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
検
討
委
員
会
が
発
足

・
新
し
い
蔵
王
橋
が
開
通

１
９
９
５
（
平
成
７
）

・
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
救
援
隊
を
派
遣

・
大
手
通
り
地
下
駐
車
場
の
建
設
は
じ
ま
る

・
財
団
法
人
米
百
俵
財
団
設
立

・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
完
成

・
財
団
法
人
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
設
立

・
西
地
域
図
書
館
オ
ー
プ
ン

・「
長
岡
の
人
材
教
育
」
試
行
開
始

・
寿
ご
み
焼
却
施
設
着
工

・
空
き
缶
の
分
別
収
集
が
全
市
域
で
は
じ
ま
る

・
24
時
間
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
モ
デ
ル
実
施

・
バ
ン
ベ
ル
ク
・
ト
リ
ア
ー
両
市
と
友
好
交
流
の
合
意

・
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
ま
と
ま
る

１
９
９
６
（
平
成
８
）

・『
長
岡
市
史
通
史
編
』
上
・
下
巻
刊
行

・
環
境
基
本
計
画
を
策
定

・
震
災
対
策
計
画
を
改
定

・
行
財
政
改
善
推
進
室
を
設
置
し
、
改
善
に
着
手

・
財
団
法
人
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
設
立

・
財
団
法
人
長
岡
市
体
育
協
会
設
立

・
雪
国
植
物
園
オ
ー
プ
ン

・
24
時
間
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
本
格
実
施

・
旭
岡
中
学
校
が
開
校

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま
オ
ー
プ
ン

・
長
岡
市
行
財
政
改
善
推
進
委
員
会
発
足

・
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
（
高
岡
市
ほ
か
）

・
米
百
俵
デ
ー
制
定
記
念
「
市
民
の
集
い
」
開
催

・
情
報
公
開
条
例
施
行

・
平
和
の
森
公
園
完
成

・
都
市
環
境
計
画
を
策
定

・
地
震
防
災
訓
練
を
実
施

・
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
完
成

・
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
完
成

▲▲

小小ささなな森森ののココンンササーートト
（（平平成成８８年年７７月月））
平平和和のの森森公公園園のの
完完成成をを祝祝いいままししたた。。

▲▲大大手手通通りりメメイインンスストトリリーートトのの整整備備をを完完了了
アアーーケケーードド、、シシンンボボルルロローードドとと整整備備がが進進んんだだ中中心心
市市街街地地にに地地下下駐駐車車場場がが完完成成しし、、「「長長岡岡のの顔顔」」がが生生まま
れれ変変わわりりままししたた（（写写真真はは平平成成1100年年３３月月のの完完成成記記念念イイ
ベベンントト））。。
平平成成1111年年ににはは、、「「中中心心市市街街地地活活性性化化基基本本計計画画」」をを策策

定定しし、、活活性性化化ををめめざざししたたままちちづづくくりりをを進進めめてていいまますす。。

▲国際デザインフェア’94（平成６年10月）
デザイン都市長岡の誕生をめざして開
催されました。

▲

長岡の人材教育試行はじまる
（平成７年５月）

一人ひとりの個性を伸ばし、卓越した
能力を身につけようと始まった「長岡の
人材教育」。新しい教育の試みとして全
国的に注目を集めています。
平成10年から本格スタートし、今後の
成果に期待がかかります。

▲市立養護学校▲長岡造形大学が開学（平成６年４月）
同年、市立養護学校も開校。
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１
９
９
７
（
平
成
９
）

・
大
型
防
火
水
槽
し
ゅ
ん
工
（
大
島
本
町
５
）

・
障
害
者
基
本
計
画
を
策
定

・
東
北
中
に
給
食
室
完
成
（
全
校
で
完
全
給
食
）

・
災
害
対
策
物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
高
齢
者
等
対
応
型
モ
デ
ル
住
宅
オ
ー
プ
ン

・
柿
埋
め
立
て
地
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
し
ゅ
ん
工

・
北
信
越
市
長
会
長
に
就
任
（
任
期
１
年
）

・
長
岡
市
の
人
口
が
19
万
人
を
突
破

・
第
一
回
米
百
俵
賞
贈
呈
式

・
環
境
審
議
会
が
発
足

・
長
岡
東
西
道
路
が
整
備
区
間
に
指
定

・
長
岡
オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
分
譲
開
始

・
千
秋
が
原
地
区
が
都
市
景
観
百
選
に
選
定

・
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
が
発
足

・
行
財
政
改
善
推
進
委
員
会
が
市
長
に
提
言

・
大
手
通
り
地
下
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

１
９
９
８
（
平
成
10
）

・
行
財
政
改
善
地
域
懇
談
会
（
７
会
場
で
）

・
行
財
政
改
善
推
進
計
画
を
策
定

・
児
童
育
成
計
画
を
策
定

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
き
オ
ー
プ
ン

・
長
岡
造
形
大
学
大
学
院
入
学
式

・
南
地
域
図
書
館
オ
ー
プ
ン

・「
長
岡
の
人
材
教
育
」
本
格
実
施

・
全
国
市
長
会
副
会
長
に
就
任
（
任
期
１
年
）

・
廃
棄
物
等
減
量
推
進
審
議
会
が
発
足

・
国
営
越
後
丘
陵
公
園
オ
ー
プ
ン

・
ス
ロ
ー
プ
付
き
軽
自
動
車
「
ハ
ー
ト
カ
ー
」
運
行

・
水
道
タ
ン
ク
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
は
じ
ま
る

・
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
な
ど
で
市
民
参
加
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
進
む

・
行
財
政
改
善
推
進
市
民
委
員
会
が
発
足

・
南
部
基
幹
セ
ン
タ
ー
建
設
は
じ
ま
る

１
９
９
９
（
平
成
11
）

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
ス
タ
ー
ト

・
消
化
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス
化
ス
タ
ー
ト

・
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

・
個
人
情
報
保
護
制
度
が
ス
タ
ー
ト

・
市
立
養
護
学
校
に
高
等
部
を
設
置

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ま
と
ま
る

・
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定

・
有
機
農
産
物
等
栽
培
認
証
委
員
会
が
活
動
を
開
始

千千秋秋がが原原地地区区がが都都市市景景観観百百選選にに（（平平成成９９年年））
長長岡岡造造形形大大学学をを含含むむ千千秋秋がが原原ふふるるささととのの森森一一
帯帯がが、、都都市市景景観観大大賞賞をを受受賞賞。。

▲行財政改善を実行
平成９年11月、行財政改善を求める提言が日
浦市長に手渡されました。翌３月、「行財政改
善推進計画」を策定し、改善を実行中です。

▲防災訓練（平成８年９月）
平成７年１月17日に発生した阪神・淡

路大震災。「自分たちの地域は自分たち
の手で守る」という機運を生みました。
長岡市は、防災計画を見直すとともに、

自主防災会の設置を促し、翌年からは地
域ぐるみの防災訓練を始めました。
自主防災会は、現在136団体が組織さ

れています。

▲国営越後丘陵公園が開園
（平成10年７月）

▲長岡東西道路整備推進総決起大会
（平成９年６月）

同年９月、事業化が決定

▲長岡の人口が19万人を突破
（平成９年５月）

▲街頭募金に立つ日浦市長
（平成７年１月）

《日浦市政15年のあゆみ》
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11
月
18
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す

選
挙
公
報

候
補
者
の
略
歴
や
政
見
を
掲
載
し
た
選
挙

公
報
は
、
十
一
月
十
八
日
�
ま
で
に
新
聞
に

折
り
込
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

新
聞
を
と
っ
て
い
な
い
場
合
や
選
挙
公
報

が
届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
選
挙
公
報
は
次
の
と
こ
ろ
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所
、
太
田
出
張
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
厚
生
会
館
、
市
民
体
育
館
ほ

か
各
体
育
館
、
互
尊
文
庫
、
中
央
図
書
館

ほ
か
各
地
域
図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
場
は

４
１
４
か
所

ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
壊
し
た
り
、
選
挙
ポ

ス
タ
ー
を
破
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

11
月
21
日
日
曜
日
は

市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

11月21日�日は
長岡市長選挙の投票日です。
大切な一票です。
投票しましょう。

11月21日�日
投票時間は
午前７時から
午後８時まで

投
票
所
入
場
券
は
11
月
13
日
�土
ま
で
に

は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す

投
票
所
は
55
か
所

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
で
き
る
人
は

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
が
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
平
成
十
一
年
八
月
十
三
日
ま
で
に
長

岡
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人

②
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

投
票
所
入
場
券
が
送
付
さ
れ
て
も
、
投

票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
示
し

て
い
ま
す
。
お
確
か
め
の
う
え
、
投
票

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
投
票
時
間
は
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。

は
が
き
は
、
一
枚
で
二
人
分
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
を
切
り

取
っ
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

11
月
13
日
土
曜
日
ま
で
に
お
届
け
し

ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

９

お
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
６
階
）
�
39
・
２
２
４
１
へ
ど
う
ぞ

不在者投票をどうぞ
11月14日�日～20日�土
午前８時30分～午後８時

贈らない！
求めない！
受けとらない！は
きれいな選挙の合言葉
長岡市明るい選挙推進協議会

投
票
日
当
日
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

不
在
者
投
票
は

11
月
14
日
�日
か
ら
11
月
20
日
�土
ま
で
の
毎
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

不
在
者
投
票
は

こ
ち
ら
で

投
票
日
十
一
月
二
十
一
日
に
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ

る
人

②
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど
何

ら
か
の
用
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人

③
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
（
商
用
、

出
稼
ぎ
に
よ
り
市
外
に
滞
在
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
行
き
先
の
市
町
村
役

場
で
投
票
で
き
ま
す
）

④
治
療
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
や

外
出
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る

人

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〇

長
岡
市
役
所
（
一
階
ホ
ー
ル
）

〇

厚
生
会
館
（
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

側
に
用
意
し
た
臨
時
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

〇

太
田
地
区
の
人
は
太
田
出
張
所
で

も
投
票
で
き
ま
す

車椅子をご利用ください
次の投票所に車椅子を備えています。

どうぞ、ご利用ください。

小学校：千手・四郎丸・阪之上・川崎・神田・

新町・表町・中島・大島・柿・栖吉・

富曽亀・希望が丘・上川西・石坂・上

組・宮内・深沢・山谷沢・桂・黒条・

日越・関原・川崎東

中学校：南・旭岡・北

その他：厚生会館、旧長岡みどり幼稚園、宮内

公民館、宮本公民館、上除保育所

不在者投票は
病院や施設でもできます

指定病院などに入院、入所している人はその

病院あるいは施設で投票できます。

院（園）長にお申し出ください。

－市内の指定病院など－
長岡赤十字病院、長岡中央綜合病院、悠久荘、

田宮病院、立川綜合病院、長岡保養園、吉田

病院、長岡西病院、桃李園、悠遊健康村病院、

かつぼ園、こぶし園、まちだ園、悠遊苑、

やすらぎ園、サンプラザ長岡、桐樹園、

槇山けやき苑、フレッシュ・イン・こぶし、

リハビリセンター王見台

身体に重度の障害がある人は
郵便で不在者投票ができます

郵便で不在者投票ができる制度です。

利用には、事前に手続きが必要です。選挙管

理委員会にお問い合わせください。



来
年
の
六
月
か
ら
、
ご
み
の
収

集
の
方
法
が
大
き
く
変
わ
る
の
に

伴
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

次
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

び
ん
・
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

収
集
は
週
１
回
に

市
で
は
現
在
、
び
ん
と
缶
を

「
資
源
ご
み
」
と
し
て
、
月
に
一

回
収
集
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
六
月
か
ら
は
、
び
ん
と

缶
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
え
、
週

一
回
の
収
集
と
な
り
ま
す
。「
資
源

ご
み
」
と
し
て
出
す
時
は
、
び

ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
三
種

類
を
一
つ
の
袋
（
透
明
か
半
透
明

な
も
の
）
に
ま
と
め
て
も
ら
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
混
合
す
る
と
、
び
ん

が
比
較
的
割
れ
ず
に
収
集
で
き
る

か
ら
で
す
。

な
お
、
出
す
際
は
、
①
中
身
を

使
い
切
り
、
②
軽
く
水
で
す
す
い

で
、
③
び
ん
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず
は
ず
し
て
、
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
や
金
属
類
、
小
型
家

電
製
品
は
現
行
ど
お
り
、
週
に
一

回
収
集
す
る
「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
と
ん
な
ど
の
粗
大
ご
み
は

月
２
回
収
集
し
ま
す

現
在
、
大
型
家
電
製
品
や
家
具

類
、
寝
具
類
な
ど
の
「
粗
大
ご

み
」
は
月
一
回
収
集
し
て
い
ま
す

が
、
来
年
六
月
か
ら
、
収
集
す
る

回
数
を
月
二
回
に
増
や
し
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
で
す
の
で
、「
粗
大

ご
み
」
と
し
て
出
す
時
は
、
も
う

一
度
再
利
用
が
で
き
な
い
か
、
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

各
町
内
で

説
明
会
を
開
き
ま
す

市
で
は
今
月
か
ら
順
次
、
町
内

単
位
で
収
集
方
法
の
説
明
会
を
開

き
ま
す
。
日
程
は
、
町
内
会
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
環
境
業
務
課

�
24
・
２
８
３
７
へ
ど
う
ぞ
。

１０

来年６月から

ペットボトルを
「資源ごみ」にします

来春からリサイクルプラザが稼働します。それに伴
い、来年６月からごみの分別と収集回数を変更します。
びん・缶・ペットボトルの「資源ごみ」は週１回、

「粗大ごみ」は月２回の収集になります。

ゴミの分別と収集回数
来年６月から

週
３
回

燃
や
す
ご
み

週
１
回

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

月
２
回

粗
大
ご
み

週
１
回

燃
や
さ
な

い
ご
み

現 行

週
３
回

燃
や
す
ご
み

月
１
回

び

ん

月
１
回

缶

週
１
回

燃
や
さ
な
い

ご
み（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
含
む
）

月
１
回

粗
大
ご
み

１１

������� 市政ニュース

中国・渭
い

南
なん

市と友好交流へ

長岡市は、このたび中国の陝
せん

西
せい

省渭南市との間で、

「友好関係の発展に関する確認書」を交わし、友好交流

を進めていくことになりました。

渭南市は、人口527

万人。気候は一年を通

して温暖で、農業が盛

んです。工業も近年、

急速に化学工業を中心

に発展中で、これから

もさらに発展する可能

性を秘めています。

また、秦時代から栄

えてきたまちで、付近

には秦の始皇帝陵や兵
へい

馬
ば

俑
よう

など歴史的な遺産

も数多く残されていま

す。

長岡市と渭南市は、

今後、青少年を中心と

した文化・スポーツな

どの分野から交流を進

めていきます。

関原地区花いっぱい運動協議会が
全国花いっぱいコンクールへ
長岡市花いっぱいコンクールの地域の部で、最優秀賞

に輝いた関原地区花いっぱい運動協議会が、新潟県花い

っぱいコンクールの地域・職場の部でも最優秀賞を受賞

しました。

同協議会では、これまで９年間にわたり活動し、まち

全体を色鮮やかな花でいっぱいにしています。今では、

子どもからお年寄りまで世代を越えた約500人が花植え

に参加するまでに運動が広がっています。

同協議会長の外川圭一さんは「住民のみなさんは、自

主的に花の水やりや草取りなどをやっています。今回の

受賞で、地道に活動をしてきたことが認められ、住民の

みなさんも喜んでいます。

花はまちにやすらぎと安心感を与えてくれ、まちの明

るい未来が想像できます」と喜びを語ってくれました。

この関原地区の他にも、幼稚園・保育所（園）の部で昭

和保育所が、中学校の部で山本中学校がそれぞれ最優秀

賞を受賞しました。

関原地区花いっぱい

運動協議会は、今月開

かれる全国花いっぱい

コンクールにコマを進

め、活動のようすが全

国に紹介されます。

▲

びん・缶・ペットボトル
を袋に入れる前に、キャッ
プをはずし軽くすすいでく
ださい（キャップは燃やさ
ないごみへ）。

▼

食
用
油
、
ソ
ー
ス
、
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
な
い
容
器
は
、

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

燃
や
さ
な
い
ご
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す

▲握手を交わす渭南市・羅
ら

玉
ぎょく

昭
しょう

副市長（左）と金泉助役
（10月７日、市役所で）

▲歩道の花壇に花を植える
関原中学校の生徒たち

ミ
ニ

ニ
ュ
ース



１２

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
家
庭
を
訪
問
し
て
身
体
介
護
や
家
事
の

援
助
な
ど
を
す
る
訪
問
介
護
や
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設

な
ど
に
入
る
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
の
二
つ

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
「
要
支
援
お
よ
び
要

介
護
一
〜
五
」
に
認
定
さ
れ
た
人
が
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
は
「
要
介
護
一
〜
五
」
に
認

定
さ
れ
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
ま
す

（
左
ペ
ー
ジ
表
１
、
２
参
照
）。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

ま
ず
計
画
の
作
成
か
ら

居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
は
、
利
用
す
る

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
日
程
、
費

用
額
、
事
業
者
な
ど
を
記
入
し
た
計
画
書

で
、
本
人
の
心
身
の
状
況
や
家
族
の
希
望

を
考
慮
し
て
作
成
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
自
分
で
作
成
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
専
門
的
な
知
識
の
あ
る

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

に
依
頼
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
頼
す
る
時

期
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る
事
業
者
を
、

後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
直

接
、
施
設
に
申
し
込
み
を
す
る
か
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
負
担
は

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
で
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
利
用
者
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
一
割
の
利
用
者

負
担
金
を
支
払
い
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
の
負
担
が
多
額
に
な
っ

た
場
合
は
、「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を

申
請
す
る
と
、
上
限
額
を
超
え
た
額
が
返

還
さ
れ
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
表
３
参
照
）。

ま
た
、
施
設
で
の
食
事
や
生
活
用
品
な

ど
の
実
費
は
、
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

介護保険のお知らせ⑤シリ
ーズ

▲

各地区福祉会、
社会福祉協議会ごとの説明会

制度の最新情報をよりよく理解しても
らうため、各地区の福祉会、社会福祉協
議会ごとに説明会を開きます。日程は決
まり次第、地区福祉会、社会福祉協議会
からご案内します。
また、全市的なボランティア団体など
でも説明会を行います。希望する団体は
ご連絡ください。

▲

長岡市の介護保険（事業計画）
概要説明会

町内会など各種団体の代表者と民生委
員などを対象に説明会を開きます。
対象者には個別にご案内しますので、
ぜひご参加ください。
期日＝11月24日�・25日�
会場＝市立劇場大ホール

問い合わせ＝介護保険課�39・2245

要
介
護
認
定
の
申
請
の
受
け
付
け
が
先
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
要
支
援
・
要
介
護
一
〜
五
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、
来
年

四
月
か
ら
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
と
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

今
月
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
給
付
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

介護サービスと
給付について

介護保険制度説明会
���������������������
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１３

利
用
限
度
額
を
超
え
た
額
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
要
介
護
度
区
分

ご
と
に
利
用
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
利
用

限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
限
度
額
を
超
え
た
分

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
要
介
護
度
ご
と

に
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
負
担
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

災
害
や
失
業
な
ど
で
収
入
が
一
時
的
に

著
し
く
減
少
し
、
利
用
者
負
担
の
支
払
い

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

利
用
者
負
担
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、

食
事
費
に
か
か
る
標
準
負
担
額
が
設
定
さ

れ
、
課
税
状
況
に
よ
り
減
額
に
な
り
ま
す

（
表
３
参
照
）。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い

る
人
は
、
五
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
収

入
額
に
よ
り
利
用
者
負
担
が
減
免
さ
れ
ま

す
。
金
額
や
手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

来
年
二
月
こ
ろ
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
介
護
保
険
課
�
39
・

２
２
４
５
へ
ど
う
ぞ
。

サービスの種類 サービスの内容
①訪問介護
（ホームヘルプサービス）

寝たきりの高齢者等の家庭を訪問し、排せつなどの身体
介護や家事のお手伝いなどを行います。

②訪問入浴介護 家庭での入浴が困難な人の自宅を移動入浴車で訪問して、
入浴サービスを行います。

③訪問看護 医療機関や訪問看護ステーションから看護婦等が訪問し、
かかりつけ医の指示により診療補助等を行います。

④居宅療養管理指導 医師、歯科医師、薬剤師等が訪問して、療養指導を行い
ます。

⑤訪問リハビリテーション 理学療法士等が訪問して、機能訓練を行います。

⑥通所介護（デイサービス） デイサービスセンターに通って、入浴・食事・機能訓練
を行います。

⑦通所リハビリテーション 老人保健施設や病院等に通って、機能訓練を行います。

⑧短期入所生活介護
（福祉系ショートステイ）

介護老人福祉施設に短期間入所して、入浴・食事・機能
訓練を行います。

⑨短期入所療養介護
（医療系ショートステイ）

介護老人保健施設等に短期間入所して、医学的管理のも
とに介護・機能訓練・治療を行います。

◯10福祉用具の貸与（レンタル） 特殊ベッドや車いすなどの福祉用具のレンタルを行いま
す。

◯11福祉用具の購入 腰掛便座、入浴補助用具など、介護に必要な福祉用具の
購入費を支給します。

◯12住宅改修費 手すりの取り付け、段差解消などの住宅改修に限度額内
で費用を支給します。

◯13痴ほう対応型共同生活介護
（グループホーム）

痴ほう性の人が専門スタッフのケアを受けながら、共同
生活を送ります（要支援者は対象外）。

◯14特定施設入所者生活介護
（有料老人ホーム・ケアハウス）

介護保険の指定を受けた特定施設で、機能訓練・食事・
入浴の介助を行います。

施設の種類 サービスの内容
介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常時介護が必要で、自宅での生活が困難な人に介護・機
能訓練・療養の世話を行います。

介護老人保健施設 病状が安定した人に看護・機能訓練・介護を中心とした
医療ケアと生活サービスを行います。

介護療養型
医療施設

急性期の治療を終え、長期にわたって療養を必要とする
人に医療ケアと介護を行います。

療養型病床群

老人性痴ほう
疾患療養病棟

一般被保険者
世帯全員が市民税
非課税の人

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税
非課税の人

・生活保護受給者

高額介護サービス費の利用者負担月額上限額 37,200円 24,600円 15,000円

施設入所の食事費（月額標準負担額） 22,800円 15,000円に減額 9,000円に減額

表１ 居宅サービス

表２ 施設サービス

表３ 高額介護サービス費利用者負担上限額と施設入所者の食事費（標準負担額）

次号は
「保険料」について
お知らせします

（金額は厚生省案で未確定）



１４

千
秋
が
原
で

芸
術
を
楽
し
も
う

ああ
なな
たた
にに
とと
っっ
てて
のの
「「
芸芸
術術
」」
とと
はは
何何
でで
すす
かか
？？

千千
秋秋
がが
原原
ふふ
るる
ささ
とと
のの
森森
のの
長長
岡岡
リリ
リリ
ッッ
クク
ホホ
ーー
ルル
とと
県県
立立

近近
代代
美美
術術
館館
でで
はは
、、
音音
楽楽
、、
絵絵
画画
、、
彫彫
刻刻
、、
演演
劇劇
なな
どど
ささ
まま
ざざ

まま
なな
芸芸
術術
文文
化化
にに
ふふ
れれ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。

秋秋
風風
のの
ささ
わわ
やや
かか
なな
千千
秋秋
がが
原原
にに
出出
かか
けけ
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

きき
っっ
とと
、、
新新
しし
いい
世世
界界
とと
のの
出出
会会
いい
がが
ああ
るる
はは
ずず
でで
すす
。。

今今
月月
はは
、、
芸芸
術術
をを
「「
みみ
てて
」」「「
きき
いい
てて
」」「「
参参
加加
しし
てて
」」
楽楽
しし

むむ
、、
リリ
リリ
ッッ
クク
ホホ
ーー
ルル
とと
近近
代代
美美
術術
館館
のの
秋秋
のの
催催
しし
をを
ごご
紹紹
介介

しし
まま
すす
。。

芸芸術術のの秋秋
特特 集集

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
、
誰
も
が

気
軽
に
芸
術
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
施
設
で
す
。
こ
の
秋
も
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
芸
術
鑑
賞
の

場
、
創
造
の
場
と
し
て
活
発
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
リ
ッ
ク
で
は
今
、

演
劇
が
お
も
し
ろ
い

創
作
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
も

芸
術
の
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
演
劇
に
実
際

に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験

型
の
講
習
会
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

現
在
、
活
動
し
て
い
る
の
は
高

校
生
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。「
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
練
習
中
の
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
特
徴
は
、

セ
リ
フ
が
全
部
英
語
で
あ
る
こ
と

と
、
衣
装
の
制
作
か
ら
演
出
ま
で

す
べ
て
を
、
高
校
生
が
中
心
に

な
っ
て
行
う
こ
と
で
す
。

「
見
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
演
じ

る
側
に
立
っ
て
み
た
か
っ
た
か

ら
」（
長
岡
明
徳
高
校
一
年
・
真
木

恵
美
さ
ん
）
や
「
自
分
の
気
持
ち

を
う
ま
く
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
く
て
」
な
ど
、
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

み
ん
な
「
自
分
た
ち
の
考
え
で
進

め
ら
れ
る
か
ら
、
や
り
が
い
が
あ

る
よ
ね
」
と
楽
し
そ
う
に
練
習
し

て
い
ま
す
。

練
習
の
成
果
は
、
十
二
月
二
十

六
日
の
発
表
会
で
披
露
し
ま
す
。

会
場
は
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
シ
ア

タ
ー
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

体
験
し
て
く
だ
さ
い

演
劇
の
世
界

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

十
一
月
六
日
、
十
一
月
十
三
日
、

二
月
十
九
日
に
第
一
ス
タ
ジ
オ
で
、

演
劇
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

か
れ
ま
す
。
現
代
演
劇
の
若
手
演

出
家
で
あ
る
安
田
雅
弘
さ
ん
、
平

田
オ
リ
ザ
さ
ん
、
宮
城
聰さ
と
し

さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
務
め
る
演
劇
の

入
門
講
座
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
見

学
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

十
一
月
二
十
七
日
に
は
、
能
の

魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る

能
・
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
演
劇
を
見
て
楽
し
み
た

い
と
い
う
人
に
は
、
十
一
月
十
九

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
る

「
リ
リ
ッ
ク
演
劇
祭
・
シ
ア
タ
ー

ゴ
ー
イ
ン
グ
’99
」
が
お
す
す
め
で

す
。
県
内
の
九
つ
の
劇
団
と
二
つ

の
高
校
の
演
劇
部
が
集
ま
り
、
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
上
演
し
ま
す
。

こ
の
秋
、
あ
な
た
も
演
劇
の
世

界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

１５

９月24日から26日までの３日間、リリッ
クホール初の市民参加による演劇公演「リ
リック野外劇・夏の夜の夢」が行われまし
た。
作品は、シェイクスピアの名作を演出家
の安田雅弘さんが現代風にアレンジしたも
ので、市内外から集まった出演者は、ほと
んどが演劇の初心者でした。
今回の公演で、演劇に初挑戦した高橋直
也さん（写真右）は、「自分の知らない世界
にふれてみたくて参加しました。実際に演
じてみると、演劇はとても楽しいものだと
わかりました。次回もぜひ参加して、もっ
といい演技をしてみたいです」と、すっか
り演劇に魅了された様子。
公演は、３日間で約1,100人もの観客を

動員し、大成功を収めました。

▲９月８日の能・狂言ワークショップ
舞っているのは、講師の櫻間金記さん

▲出演者と観客が一体になり、幻想的で夢のよ
うな夜を生み出しました

リリック
ホール

み
る

・き
く・参加す

る

特集 千秋が原で芸術を楽しもう

市民が演劇公演に挑戦！

▲

ザ
・
ウ
イ
ン
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
練
習
（
10
月
17
日
・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
第
１
ス
タ
ジ
オ
で
）



プ
ロ
の
音
楽
も
ど
う
ぞ

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
は
、
レ

ジ
デ
ン
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
澤

カ
ル
テ
ッ
ト
の
定
期
演
奏
会
を
は

じ
め
、
一
流
の
音
楽
家
の
生
演
奏

を
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。十

二
月
十
二
日
に
は
、
弦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
講
習
会
に
参
加
し
、

澤
カ
ル
テ
ッ
ト
の
指
導
を
受
け
て

い
る
人
た
ち
が
発
表
会
を
開
き
ま

す
。他

に
も
、
愛
好
者
や
学
校
の
発

表
会
な
ど
で
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
生
の
音
に
ふ
れ
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ホ
ー
ル
に
足
を
運
び
、
本

格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
専
用
ホ
ー
ル

で
の
生
演
奏
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ジ
オ
を
利
用
し
て

楽
し
く
芸
術
活
動

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
は
、
ス
タ

ジ
オ
を
利
用
し
た
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
芸
術
活
動
も
盛
ん
で
す
。

第
一
ス
タ
ジ
オ
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
長
岡
第
九
合
唱
団
が
十
二

月
の
演
奏
会
に
向
け
て
、
練
習
の

真
っ
最
中
。
こ
の
日
（
十
月
十
三

日
夜
）
集
ま
っ
た
約
五
十
人
の
団

員
は
、
職
業
も
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
音
響
効
果
の
高
い
部
屋

い
っ
ぱ
い
に
響
く
歌
声
は
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

「
お
な
か
の
底
か
ら
声
を
出
し

て
歌
う
の
っ
て
、
気
持
ち
い
い
で

す
よ
」
と
参
加
し
た
加
藤
良
子
さ

ん
（
東
坂
之
上
町
一
）。

「
歌
が
好
き
な
人
な
ら
、
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
で
す
」
と
、
団
長

の
安
達
昭
さ
ん
は
気
軽
な
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。

隣
の
第
二
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
長

岡
少
年
少
女
合
唱
団
の
子
ど
も
た

ち
が
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
、

自
分
の
パ
ー
ト
を
思
い
を
込
め
て

歌
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

表
情
は
と
て
も
い
き
い
き
。
み
ん

な
の
び
の
び
と
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ほ
か
に
も
声
楽
や

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
グ
ル
ー
プ
が
、

ス
タ
ジ
オ
を
利
用
し
て
、
思
い
思

い
に
自
分
た
ち
の
芸
術
活
動
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
は
十
室
の
ス
タ
ジ
オ

が
あ
り
、
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
合
わ
せ
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
タ
ジ
オ
の
利
用
者
数
は
毎

年
増
え
続
け
、
昨
年
一
年
間
で
約

二
万
八
千
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
も
自
分
た
ち
の
仲
間
と
、

あ
る
い
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
参
加

し
て
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
芸
術

の
秋
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

催
し
や
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
長

岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
�
29
・
７
７

１
１
へ
ど
う
ぞ
。

１６

これからのおもなイベント
11/６� 演劇特別ワークショップ
11/13� 演劇特別ワークショップ
11/19� リリック演劇祭・シアター
～23�祝 ゴーイング’99
11/27� 能・狂言ワークショップ
11/28� 古楽器アンサンブル演奏会

～トレヴァー・ピノックと
仲間たち

12/５� ＳＡＷＡＱＵＡＲＴＥＴ定期演奏会
親子のための招待コンサート

12/12� アンサンブル講習会の発表会
12/19� ジュニア・リリック・コンサート
12/26� シェイクスピア演劇ワーク

ショップ発表会
２/19� 演劇特別ワークショップ
２/20� 第３回長岡国際ふゆのたび
～27� フェスティバル
３/18� ハイビジョン・オペラ・シアター
～20�祝
問い合わせ 長岡リリックホール

�29・7711

▲昨年のアンサンブル講習会で
第１スタジオは、100人程度のミニコンサート

にも利用できます

▲長岡少年少女合唱団は、元気いっぱい
です（10月13日・第２スタジオで）

▲第１スタジオでの長岡第九合唱団の練習（10月13日）
大勢で声を合わせて歌うのは、とても楽しいですよ！

私もお待ち
しています

県
立
近
代
美
術
館
で
十
一
月
二

十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
唐
皇
帝
か
ら
の
贈
り
物
展
」。

そ
の
見
ど
こ
ろ
を
美
術
館
の
小

西
珠
緒
学
芸
員
に
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
の
特
徴
は
？

こ
の
展
覧
会
で
は
、
中
国
・
陝せ

ん

西せ
い

省
の
法
門
寺
地
下
宮
殿
で
発
見

さ
れ
た
磁
器
、
金
銀
器
、
茶
道
具

な
ど
を
中
心
に
、
華
や
か
な
唐
代

文
化
の
宝
物
百
二
十
件
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六

年
）
に
台
風
で
法
門
寺
の
塔
が
壊

れ
、
そ
の
再
建
に
伴
う
八
七
年
の

発
掘
調
査
で
約
千
百
年
ぶ
り
に
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
公
開
さ

れ
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

展
示
品
の
中
で
、
見
ど
こ
ろ
を

い
く
つ
か
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
で
は
、
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー

に
分
け
て
、
宝
物
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

最
初
の
「
舎し
ゃ

利り

の
荘し
ょ
う

厳ご
ん

」
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
金
・
銀
・
鍍
金

で
で
き
た
仏ぶ
っ

舎し
ゃ

利り

函か
ん

と
仏
具
の

数
々
が
並
ん
で
い
ま
す
。
仏
舎
利

函
と
は
、
釈
�
の
遺
骨
で
あ
る
仏

舎
利
を
納
め
た
容
器
の
こ
と
で
す
。

な
か
で
も
注
目
は
、
金
銀
製
の

八
重
の
舎
利
容
器
「
八は

ち

重じ
ゅ
う

宝ほ
う

函か
ん

」

で
す
ね
。
函
の
表
面
に
刻
ま
れ
て

い
る
細
か
い
図
柄
の
描
写
に
は
、

驚
か
さ
れ
ま
す
よ
。

次
は
「
茶
道
の
原
点
」
で
す
。

唐
の
時
代
に
も
、
お
茶
を
飲
む
習

慣
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
茶
道

具
を
展
示
し
て
、
使
い
方
も
解
説

し
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
の
茶
道

と
比
較
し
な
が
ら
見
る
の
も
お
も

し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
の
コ
ー
ナ
ー
は
、「
秘ひ

色そ
く

青せ
い

磁じ

と
そ
の
周
辺
」
で
す
。

日
本
の
「
源
氏
物
語
」
に
も
記

述
が
あ
る
「
秘
色
青
磁
」
の
実
態

は
、
長
い
間
な
ぞ
に
つ
つ
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

碑
文
「
衣い

物ぶ
つ

帳ち
ょ
う

」
の
記
載
か
ら
、

こ
の
発
掘
で
出
土
し
た
青
磁
が
秘

色
青
磁
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

初
め
て
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

ん
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
陶
磁
器

考
古
学
史
上
の
空
白
を
埋
め
た
大

発
見
の
品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
「
唐
宮

廷
文
化
の
香
り
」

で
す
。

こ
こ
で
は
、
唐

の
時
代
の
宮
廷
で

実
際
に
使
わ
れ
て

い
た
金
銀
器
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

展
示
品
の
中
で
、
小
西
さ
ん
の

お
す
す
め
の
も
の
は
？

今
、
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
に

も
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

特
に
私
の
お
気
に
入
り
は
、
蓮は
す

の
華
を
か
た
ど
っ
た
銀
製
品
で
す
。

ま
る
で
、
銀
の
棒
と
板
で
表
現
さ

れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
で
、
古
さ

を
感
じ
さ
せ
な
い
現
代
的
な
魅
力

が
あ
り
ま
す
。

展
示
品
を
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
模

様
や
形
を
見
た
り
、
茶
碗
や
お
皿

な
ど
の
生
活
用
品
を
今
の
自
分
の

生
活
の
も
の
と
比
べ
た
り
、
な
ん

て
い
う
見
方
も
楽
し
い
と
思
う
ん

で
す
。
と
に
か
く
一
度
、
ご
自
分

の
目
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
何
か
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
立
近
代

美
術
館
�
28
・
４
１
１
１
へ
ど
う

ぞ
。

◆

◆

晩
秋
の
千
秋
が
原
に
は
、

魅
力
的
な
芸
術
に
ふ
れ
る
機

会
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
自
分
な

り
の
鑑
賞
の
し
か
た
を
見
つ

け
て
、
芸
術
の
秋
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

１７

▲八重宝函

▲銀
ぎん

鍍
と

金
きん

天
てん

馬
ま

流
りゅう

雲
うん

文
もん

茶
ちゃ

碾
てん

当時の宮廷では、これで固形茶をひい
ていたようです

▲銀
ぎん

鍍
と

金
きん

双
そう

蜂
ほう

団
だん

華
か

文
もん

薫
くん

球
きゅう

香を入れて携帯する容器
です。器全体が揺れても、
香を載せる小皿は常に水平
を保つようになっています

▲

秦し
ん

の
始
皇
帝
陵
の
兵へ
い

馬ば

俑よ
う

の
レ
プ
リ
カ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
兵
馬
俑
と
一
緒
に
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す

私が
ご案内
します

特集 千秋が原で芸術を楽しもう 唐皇帝からの贈り物展

県立近代
美術館

みる



●
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

映
画
会

日
時
�
11
月
18
日
�
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
15
分

内
容
�
「
シ
ャ

イ
ン
」（
’96
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

会
場
�
講
堂

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
�
11
月
10
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

内
容
�
ジ
ェ
イ
ミ
ー

・
リ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
「
ね
え
ね

え
、
も
う
い
ち
ど
き
き
た
い
な

わ
た
し
が
う
ま
れ
た
よ
る
の
こ
と
」

会
場
�
講
座
室
１

●
天
体
観
察
会

日
時
�
11
月
18
日
�
・
19
日
�
午

後
６
時
〜
８
時
（
雨
天
・
曇
天
中

止
）

内
容
�
天
体
望
遠
鏡
で
月

・
惑
星
の
観
察

定
員
�
各
20
人

申
し
込
み
�
当
日
午
後
５
時
ま
で

●
楽
し
い
教
養
講
座

受
講
生
追
加
募
集

対
象
は
、
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
で
す
。

期
間
�
12
月
〜
３
月

時
間
�
午

後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分
）

申
し
込

み
�
11
月
22
日
�
ま
で
（
４
カ
月

■
郷
土
史
講
演
会
（
無
料
）

「
縄
文
人
の
世
界
観
」

日
時
�
12
月
４
日
�
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
�
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル

講
師

�
県
立
歴
史
博
物
館
長
・
小
林
達
雄
さ
ん

申
し
込
み
�
は
が
き
に
「
講
演
会
参
加
希

望
」、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
11
月
30
日

�
ま
で
に
〒
９
４
０
｜
０
０
６
５
坂
之
上

町
３
の
１
の
20
互
尊
文
庫
内
長
岡
郷
土
史

研
究
会
事
務
局
�
36
・
７
８
３
２
へ

■
先
人
の
息
吹
に
ふ
れ
る

悠
久
山
の
散
策
（
パ
ー
ト
３
）

河
井
継
之
助
・
三
島
億
二
郎
・
小
澤
錦

十
郎
ら
の
石
碑
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時
�
11
月
13
日
�
午
前
９
時
20
分
〜
11

時
40
分

集
合
�
蒼
柴
神
社
参
集
殿
前

講
師
�
吉
沢
俊
夫
さ
ん（
郷
土
史
家
）、
古

田
島
吉
輝
さ
ん（
郷
土
史
家
）
参
加
料
�

１
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
11
月
12
日
�

ま
で
に
蒼
柴
神
社
社
務
所
内
悠
久
山
の
会

�
33
・
１
７
６
９
、
	
34
・
４
８
３
８
へ

■
水
月
会
水
墨
画
展
（
無
料
）

日
時
�
11
月
24
日
�
・
25
日
�
午
前
９
時

〜
午
後
５
時（
25
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
�
厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

問
い

合
わ
せ
�
佐
藤
さ
ん
�
33
・
８
１
８
５

■
市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

「
ト
キ
『
優
優
』
の
誕
生
と
生
長
」

日
時
�
11
月
21
日


午
後
１
時
30
分
〜
４

時

会
場
�
中
央
図
書
館
講
堂

講
師
�

新
潟
県
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

ト
キ
保
護

専
門
員
・
金
子
良
則
さ
ん

問
い
合
わ
せ

��
新
潟
県
獣
医
師
会
�
０
２
５・２
８
４
・

９
２
９
８

■
講
演
会
「
山
を
語
る
」（
無
料
）

50
歳
を
過
ぎ
て
も
８
、０
０
０
ｍ
級
の
山

々
を
登
っ
て
い
る
渡
邉
玉
枝
さ
ん
が
講
師

で
す
。 ミ

ニ
情
報

市役所 �940
-8501 幸町2の1の1 �３５･１１２２

●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ
さい。先着順で受け付けます。

お知らせお知らせ催し

１８

中
央
図
書
館
�
32
・
０
６
５
８

教
育
セ
ン
タ
ー�

33
・
２
０
２
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

�
32
・
４
４
２
９

問い合わせ＝青少年育成課�32・0581

青 少 年 芸 能 フ ェ ス タ（無料）
小学生から高校生まで、総勢１３８人の青春の１ページを
ご覧ください！

神楽舞、合唱、器楽。それぞれ
の活動の場で、日ごろから練習に
励む青少年たちの晴れ舞台です。
みなさん、おそろいでお出かけく
ださい。直接会場にどうぞ。
日 時＝12月５日
午後１時～４

時10分
会 場＝長岡リリックホール・シ

アター
内 容＝〈第１部〉

①長岡少年少女合唱団「とうののはらうた」「懐かしき
イギリスのうた」ほか
②川袋町太々

だいだい

御
お

神
かぐ

楽
ら

保存会「稚
ち

児
ご

榊
さかき

」「弓稚児」「諸羽
もろはら

」
③宮内舞連中「榊舞」「稚児舞」
〈第２部〉
①河内

こうち

御
み

子
こ

爺
じい

保存会「新
しん

保
ぼ

広
こう

大
だい

寺
じ

」「八木節」「組おけさ」
②浦瀬小学校（長岡の人材教育）「踊る大捜査線メドレー」
「ファランドール」
③阪之上・四郎丸・千手小学校（ 〃 ）「アマリリス」
「メリーさんの羊」「威風堂々」
④才津・上川西・大島・福戸小学校（ 〃 ）「いい日旅
立ち」「今日はトランペット」「マイウェイ」「エーデル
ワイス」ほか

▲練習にも熱が入ってまーす
（10月23日・宮内７丁目公民館）

▲こんな読み方もあったんだ！
（10月13日・子どもの本を読む会）

▲女性が多いけど男性の参加
も大歓迎！（10月12日・花道）

分
の
教
材
費
と
利
用
者
協
議
会
費

４
０
０
円
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
子
ど
も
映
画
劇
場

日
時
�
11
月
14
日


午
後
２
時
20

分
〜
３
時

内
容
�
ア
ニ
メ
「
ジ

ャ
ン
グ
ル
大
帝
（
共
存
）」、「
は
だ

か
の
王
様
」

●
親
子
焼
き
物
の
つ
ど
い

日
時
�
11
月
28
日


・
12
月
19
日



午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
２

日
間
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
�
小
学
３
年
生
〜
高
校
生
ま

た
は
親
子

定
員
�
15
人

材
料

費
�
４
０
０
円

申
し
込
み
�
11

月
25
日
�
ま
で

●
ひ
も
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

日
時
�
12
月
５
日


午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

対
象
�
小
学
生

〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

定
員
�

30
人

材
料
費
�
１
、５
０
０
円

申
し
込
み
�
11
月
25
日
�
ま
で

11
月
23
日
祝
は
、
大
会
の
た
め

プ
ー
ル
の
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

●「
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
」加
工

日
時
�
11
月
24
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

加
工
品
目
�
コ
ン
ニ

ャ
ク
、
の
っ
ぺ

参
加
料
�
６
０

０
円

申
し
込
み
�
11
月
10
日
�

午
前
９
時
か
ら

●
パ
ン
ジ
ー
の
花
植
え
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
直
接
現
地
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
11
月
13
日
�
午
後
１
時
か

ら（
小
雨
決
行
）
会
場
�
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
・
花
の
広
場

持
ち
物
�
移
植
ご
て

日
時
�
11
月
13
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ

じ
ろ

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
残
雪
ク
ラ
ブ

・
高
木
さ
ん
�
34
・
６
３
３
２

■
講
演
会（
無
料
）

「
ぼ
け
て

お
金
の
管
理
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら

あ
な
た

ど
う
す
る
？
」

日
時
�
11
月
20
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４

時

会
場
�
長
岡
商
工
会
議
所
６
階
会
議

室

講
師
�
大
澤
理
尋
さ
ん
（
弁
護
士
・

社
会
福
祉
士
）

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
老

い
を
考
え
る
会
�
・
	
33
・
３
５
７
９

■
女
性
と
政
治
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅵ
（
無
料
）

「
身
近
な
問
題
か
ら
」

日
時
�
12
月
11
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
�
け
さ
じ
ろ
荘
２
０
２
号
室

内
容

�
①
映
画
上
映
「
ま
じ
め
で
悪
い
か
！
」

②
議
員
と
の
意
見
交
換
（
ゲ
ス
ト
…
県
議

会
議
員
・
松
川
キ
ヌ
ヨ
さ
ん
、
市
議
会
議

員
・
竹
島
良
子
さ
ん
）

申
し
込
み
�
Ｆ

＆
Ｍ
な
が
お
か
市
民
会
議
事
務
局
・
樋
熊

さ
ん
�
32
・
７
６
９
８
、
西
木
さ
ん
�
34
・

０
６
５
９

■
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
講
座

日
時
�
11
月
13
日
�
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

会
場
�
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

内
容
�
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
の
個

人
心
理
学

講
師
�
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
指

導
者
・
岩
井
俊
憲
さ
ん

定
員
�
30
人

参
加
費
�
５
、０
０
０
円
（
当
日
）

申
し

込
み
�
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９
５
４
｜

０
０
５
１
見
附
市
本
所
１
の
22
の
37
五
十

嵐
淳
至
さ
ん
�
63
・
４
２
６
６（
	
兼
、
問

い
合
わ
せ
は
午
後
８
時
〜
９
時
30
分
）へ

■
’99
ギ
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
�
11
月
21
日


午
後
２
時
か
ら

会

場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

曲
目
�
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
、
サ
ン
ト

ワ
マ
ミ
ー
、
少
年
時
代
ほ
か

出
演
�
新

潟
大
学
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部
ほ
か

料

金
�
１
、５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
�
宮
崎

さ
ん
�
36
・
６
８
７
２

１９

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

�
34
・
５
３
６
０

公
園
緑
地
課
�
39
・
２
２
３
０

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

�
34
・
１
３
０
５

人口と世帯数 住民基本台帳登録数11.10.1（前月比）

190,888人
（－75）

93,931人
（－43）

96,957人
（－32）

64,049世帯
（＋43）

科学博物館からのお知らせ
�32・0546

科学博物館講演会
「弘法大師の巡礼道－民俗仏教の姿－」
四国遍路に込められた人びとの願いを探ります。

日 時＝11月20日�午後２時30分～４時30分
講 師＝筑波大学教授・真野俊和さん
会 場＝中央公民館大ホール
講演の前に当館学芸員が研究発表を行います。

●越冬昆虫を調べる会
日時＝11月14日
午前10時～午後３時（雨天中止）
観察地＝信濃川 集合＝科学博物館 対象＝小学
生～一般 参加料＝50円 持ち物＝筆記用具、昼
食、雨具、あれば移植ごてや根掘など 申し込み
＝11月11日�まで
雨天の場合は、博物館昆虫展示室で

クワガタムシの話をします。

●野鳥相を調べる会
日時＝11月28日
午前８時～11時（雨天決行） 観
察地＝栖吉町～不動滝 集合＝栖吉バス停（終点）

対象＝小学生～一
般 参加料＝50円
持ち物＝筆記用具、
雨具、あれば双眼
鏡など 申し込み
＝11月25日�まで

▲こんなキノコもあったんだ！
（10月９日・キノコを調べる会）
あなたも博物館の催しにどうぞ。

茶 道 花 道
木
曜
コ
ー
ス

小
川
流

月
・
火
曜
の
２
コ
ー
ス

宗
�
流

金
曜
コ
ー
ス

池

坊

木
曜
コ
ー
ス

草
月
流

水
曜
コ
ー
ス

成
月
流

火
曜
コ
ー
ス

池

坊

月
曜
コ
ー
ス

草
月
流

コ

ー

ス

6,000円 12,200円

各５人 各10人

講
座
名

教
材
費

定
員

▲すごい迫力だね！（10月16
日・鉄道模型運転会）

▲秋の花々がいっぱい！



●
長
岡
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ

「
知
っ
て
得
す
る

結
婚
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

結
婚
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
ま
す
。
ド
レ
ス
や
タ
キ

シ
ー
ド
も
着
て
み
ま
す
。

内
容
�
結
婚
の
ス
タ
イ
ル
・
流
れ
、

新
婚
旅
行
ほ
か

対
象
�
お
お
む

ね
35
歳
ま
で
の
未
婚
の
人

定
員

�
30
人

参
加
料
�
５
０
０
円

申
し
込
み
�
11
月
11
日
�
か
ら

●
高
齢
者
趣
味
の
教
室（
無
料
）

「
い
き
い
き
作
品
展
」

教
室
参
加
者
の
作
品
を
発
表
し

ま
す
。

日
時
�
11
月
27
日
�
〜
29
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
29
日
は
正

午
ま
で
）

会
場
�
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル

内
容
�
紙
人
形
、
絵
画
、

焼
物
、
書
道
、
編
み
物
、
リ
ボ
ン

フ
ラ
ワ
ー
、
盆
栽
、
籘
細
工
、
俳

句
ほ
か

●
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

「
外
国
人
が
見
た
ニ
ッ
ポ
ン
」

た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
、
母
国

と
日
本
の
文
化
の
違
い
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

日
時
�
11
月
27
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
堂

パ
ネ
リ
ス
ト
�
マ
レ

ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、

フ
ィ
ジ
ー
か
ら
の
留
学
生
ほ
か

定
員
�
70
人

申
し
込
み
�
11
月

26
日
�
ま
で

●
フ
ラ
ン
ス
語
入
門
講
座

フ
ラ
ン
ス
語
を
初
歩
か
ら
学
び

ま
す
。

日
時
�
12
月
１
日
〜
３
月
１
日
の

毎
週
水
曜
日
（
12
月
29
日
、
１
月

５
日
を
除
く
計
12
回
）
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
中
央
公
民

館
４
０
５
教
室

定
員
�
20
人

受
講
料
�
４
、０
０
０
円（
初
回
に
）

講
師
�
エ
リ
ッ
ク
・
ラ
カ
ラ
さ
ん

（
カ
ナ
ダ
）
申
し
込
み
�
11
月
10

日
�
か
ら

●
レ
デ
ィ
ー
ス
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
要
求
さ
れ

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
…
。
と
も
に

学
び
、
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
11
月
25
日
�
〜
２
月
10
日

�（
計
10
回
）午
後
１
時
30
分
〜
３

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

■
’99
伊
藤
敏
博

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
�
12
月
７
日
	
午
後
７
時
か
ら

会

場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

料
金
�
一
般
２
、５
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
１
、３
０
０
円
（
当
日
５
０
０

円
増
、
介
助
者
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ

�
渡
辺
さ
ん
�
29
・
１
６
７
３

■
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）

「
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｙ
」

日
時
�
11
月
13
日
�
①
午
前
11
時
②
午
後

２
時

会
場
・
問
い
合
わ
せ
�
県
立
近
代

美
術
館
�
28
・
４
１
１
１

■
中
央
公
民
館
成
人
教
室

Ｏ
Ｂ
合
同
彩
墨
画
展
（
無
料
）

日
時
�
12
月
４
日
�
・
５
日


午
前
９
時

〜
午
後
５
時（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
�
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

問
い
合
わ

せ
�
八
木
さ
ん
�
36
・
０
０
８
４

■
冬
に
備
え
て

女
性
ク
ル
マ
教
室
（
無
料
）

作
業
し
や
す
い
服
装
で
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
６
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４

時

会
場
�
新
潟
県
自
動
車
整
備
振
興
会

長
岡
支
所（
摂
田
屋
町
）
定
員
�
30
人

問
い
合
わ
せ
�
11
月
29
日
�
ま
で
に
新
潟

県
自
動
車
整
備
振
興
会
長
岡
支
所
�
22
・
１

１
１
０
ま
た
は
�
22
・
１
１
１
１
へ

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
修
会

音
楽
な
ど
を
通
し
て
、
表
現
の
仕
方
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
�
11
月
23
日
祝�
午
前
10
時
〜
午
後
１

時

会
場
�
東
部
保
育
園

講
師
�
日
本

リ
ト
ミ
ッ
ク
協
会
会
長
・
馬
淵
明
彦
さ
ん

持
ち
物
�
動
き
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具

参
加
料
�
４
、０
０
０
円
程
度

申
し
込
み

�
11
月
20
日
�
ま
で
に
長
尾
さ
ん
�
39
・
０

ミ
ニ

情
報

２０

中
央
公
民
館
�
32
・
０
４
３
７

問い合わせ＝越後公園管理センター�47・8001

晩秋も国 営 越 後 丘 陵 公 園で楽しもうよ！

●無料入園日
11月12日�～14日
は天皇陛下御在位10年を記念し、入

園料が無料となります（駐車料金は有料）。
また、11月12日�～18日�
の期間、公園入口ゲートで天
皇陛下御在位10年記念入園券
を販売します。

●タッジー・マッジーづくり
バラやハーブを使って花束
をつくります。
日 時＝11月13日�・14日


午前10時～正午
会 場＝イングリッシュ

ガーデン
定 員＝各30人
参加料＝200円

●’99新潟オープンディスクゴルフ・
トーナメント
見学は無料。一般体験もできます（無料・当日受付で）。
日 時＝11月13日�・14日
午前10時から
問い合わせ＝新潟県ディスクゴルフ協会設立準備室代表・

守本さん�62・9071

★冬期閉園のお知らせ
12月１日�～１月１日祝�までの１カ月間は冬期準備のた

め閉園します。冬期開園は１月２日
からです（３月中旬
ころまで）。

▲芝生の上って楽しいね！
（10月９日・レクリエーション
フェスタ’99）

▲日ごろの成果を披露しました
（10月16日・高齢者趣味の教室
芸能発表会）

27
�

1/15
祝�

16
�

期
日

19：00
～

20：30

13：00
～

16：00

19：00
～

20：30

時

間

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

会

場

20
�

長
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル

12/9
�

みんな遊びに
来てね！

ころりん

▲

時
30
分

会
場
�
中
央
公
民
館
４

０
５
教
室

内
容
�
女
性
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
留
意
点
、
話
し
方
・

自
己
表
現
の
コ
ツ
、
会
議
の
進
め

方
入
門
な
ど

定
員
�
24
人

参
加
料
�
１
、０
０
０
円（
初
回
に
）

申
し
込
み
�
11
月
８
日
�
か
ら

●
銀
細
工
教
室

純
銀
粘
土
で
自
分
だ
け
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
�
12
月
９
日
�
・
13
日
�

時
間
�
①
昼
の
部
…
午
前
10
時
〜

正
午
②
夜
の
部
…
午
後
７
時
〜
９

時

会
場
�
中
央
公
民
館
陶
芸
工

作
室

講
師
�
ア
ー
ト
ク
レ
イ
ワ

ー
ル
ド
指
導
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

・
湯
浅
美
香
さ
ん

定
員
�
各
24

人（
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人
）

材
料
費
�
４
、０
０
０
円
程
度

持

ち
物
�
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
�
11
月
10
日
�
か
ら

４
５
７
へ

■
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

「
高
専
夢
工
房
」

コ
ー
ス
�１
�３
�４
は
各
日
と
も
同
じ
内
容
。

時
間
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
コ
ー
ス
�２

４
時
30
分
ま
で
）
定
員
�
15
人（
コ
ー
ス

�２
30
人
）
参
加
料
�
無
料（
当
日
、
昼
食

代
５
０
０
円
必
要
）
申
し
込
み
�
参
加
申

込
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
11
月

19
日
�
ま
で
に
〒
９
４
０
｜
８
５
３
２
西

片
貝
町
８
８
８
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

学
生
課
教
務
係
�
34
・
９
３
３
１
へ
郵
送
ま

た
は
持
参（

34
・
９
３
３
９
可
）

■
長
岡
第
九
合
唱
団
演
奏
会

二
台
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る

「
歓
喜
の
う
た
」

日
時
�
12
月
11
日
�
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

指
揮
�
�
島
章
恭
さ
ん

曲
目

�
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
九
番
第

４
楽
章「
合
唱
」ほ
か

料
金
�
１
、５
０
０

円（
当
日
１
、８
０
０
円
）
問
い
合
わ
せ
�

長
岡
第
九
合
唱
団
事
務
局
・
三
浦
さ
ん
�

32
・
３
４
４
６

■
長
岡
市
民
劇
場
会
員
募
集

割
り
勘
で
演
劇
を
楽
し
む
会
で
す
。

月
会
費（
入
会
金
）�
一
般
２
、２
０
０
円（
２
、

２
０
０
円
）、
学
生
１
、６
０
０
円（
１
、４

０
０
円
）、
高
校
生
１
、３
０
０
円（
１
、４

０
０
円
）
問
い
合
わ
せ
�
長
岡
市
民
劇
場

事
務
局
�
35
・
９
５
３
８

２１

�財長岡市芸術文化振興財団ガイド
�29・7711

■リリック演劇祭
シアターゴーイング’99
日 時＝11月19日�～23日祝�
会 場＝リリックホール・シ

アター、第１スタジ
オ

参加劇団＝デン吾朗一座（長
岡）、オフィス一発
屋（新潟）、劇団カ
タコンベ（新潟）、
劇団第二黎明期（新

潟）、小賭的（六日町）、劇団開放宙域（長岡）、劇団のあ（柏崎）、
劇団パラグラフ（新潟）、湊屋発野上組（新津）、長岡大手高校演
劇部、中越高校演劇部
料金（全席自由）＝１公演券1,000円、全公演通し券2,000円（当日

500円増）

■年忘れ名人寄席＆マジックショー
日 時＝12月２日�午後６時30分から
会 場＝市立劇場
出 演＝三遊亭円楽、三遊亭小遊三、

ジョージ本田
料金（全席指定）＝3,000円（当日500円増）

■リリック・アソシエイト・アンサンブル
（ＳＡＷＡ ＱＵＡＲＴＥＴ）定期演奏会

日 時＝12月５日
午後３時から
会 場＝リリックホール・コンサートホール
曲 目＝ベートーヴェン／弦楽四重奏曲第14番嬰ハ短調、

松下功／弦楽四重奏のための「藤戸」ほか
料金（全席自由）＝一般3,000円、学生1,500円

（当日500円増）
〔同時開催〕親子のための招待コンサート（無料）
日 時＝12月５日
午前11時から
会 場＝リリックホール・コンサートホール
曲 目＝おなじみのポピュラーソングほか
対 象＝５歳児～高校生とその保護者

（保護者のみは不可）
申し込み＝11月20日�までに電話で
■トレヴァー・ピノックと仲間たち
日 時＝11月28日
午後３時から
会 場＝リリックホール・コンサートホール
出 演＝トレヴァー・ピノック（チェンバロ）、

有田正広（フラウト・トラヴェルソ）
ほか

曲 目＝ヘンデル／トリオ・ソナタロ短調Ｏｐ.2-1ほか
料金（全席自由）＝一般3,000円、学生1,500円（当日500円増）

▲トレヴァー・
ピノックさん

▲三遊亭円楽さん

▲昨年のシアターゴーイングで

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から
２分間
長岡ケーブルテレビ
「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間
ＦＭながおか
「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分～８時、
午後４時40分～47分
長岡市ホームページアドレス
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｎａｇａｏｋａ.ｎｉｉｇａｔａ.ｊｐ

▲「長岡市だより」
は市の催しなどを
お伝えしています。

28 27 28 27 27 28
�

11/27
�
期
日

コ
ー
ス
�４
…
空
気
の

不
思
議
を
実
験
し
よ

う コ
ー
ス
�３
…
天
体
望

遠
鏡
を
作
っ
て
宇
宙

を
見
よ
う

コ
ー
ス
�２
…
頭
脳
ロ

ボ
ッ
ト
梵
天
丸
を
作

ろ
う

コ
ー
ス
�１
…
頭
脳
ロ

ボ
ッ
ト
梵
天
丸
を
作

ろ
う コ

ー
ス
と
内
容

小
学

３
〜
６
年
生

小
学

５
・
６
年
生

中
学
生

中
学
生

小
学

４
〜
６
年
生

対

象



〔
長
岡
市
市
政
功
労
者
顕
彰

等
に
関
す
る
条
例
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
市
政

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

小
林

善
雄
（
中
島
３
）

齋
藤

博
（
本
町
２
）

井
上

純
一
（
川
袋
町
）

家
老

俊
男
（
中
沢
１
）

〔
長
岡
市
表
彰
条
例
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け
ら

れ
た
功
績

大
川
友
八
郎
（
七
日
町
）

佐
藤
リ
ツ
子
（
山
田
２
）

高
岳

惠
二
（
高
瀬
町
）

中
野

勝
利
（
前
田
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
木
工
家
具
業
界

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

佐
藤

宏
栄
（
表
町
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
仏
壇
業
界
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

栗
林

英
一
（
関
東
町
）

▼
第
36
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
広

告
美
術
職
種
の
部
で
優
勝
さ
れ
た

功
績八

木
野
寿
人
（
王
番
田
町
）

▼
第
８
回
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選

手
権
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
背
泳

ぎ
の
部
で
優
勝
さ
れ
た
功
績

中
村

真
衣
（
八
王
子
市

東
中
野
）

▼
多
年
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績

栃
倉

恒
榮
（
大
積
町
１
）

▼
多
年
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績

安
藤

富
雄
（
七
軒
町
）

�
橋

博
（
亀
貝
町
）

武
�
眞
吾
（
西
片
貝
町
）

韮
澤

了
（
黒
津
町
）

松
川

武
司
（
下
々
条
町
）

▼
多
年
町
内
会
長
と
し
て
尽
く
さ

れ
た
功
績

小
黒

實
（
宮
内
２
）

片
桐

順
市
（
北
山
１
）

岸

正
雄
（
渡
沢
町
）

関

勇
（
要
町
２
）

田
中
仁
一
郎
（
宮
関
２
）

�
田

資
郎
（
高
畑
町
）

長
尾

八
（
琴
平
３
）

山
田

友
義
（
上
条
町
）

▼
多
年
町
内
会
役
員
と
し
て
尽
く

さ
れ
た
功
績

大
久
保
憲
次
（
幸
町
１
）

岡
村

信
祺
（
大
島
新
町
３
）

島
津
徳
太
郎
（
今
朝
白
３
）

太
刀
川
修
次
（
昭
和
２
）

中
山

一
弥
（
大
島
本
町
２
）

早
川

フ
ヂ
（
宮
内
６
）

星
野

博
（
今
朝
白
１
）

山
田
喜
代
治
（
表
町
１
）

▼
多
年
民
生
委
員
と
し
て
尽
く
さ

れ
た
功
績

水
澤

セ
ツ
（
中
沢
４
）

▼
多
年
保
護
司
と
し
て
尽
く
さ
れ

た
功
績

矢
野

�
一
（
七
日
町
）

▼
多
年
少
年
補
導
員
と
し
て
尽
く

さ
れ
た
功
績

五
十
嵐
清
光
（
関
原
町
２
）

岸

保
（
渡
沢
町
）

佐
野

俊
夫
（
下
柳
２
）

関
川

齊
久
（
昭
和
２
）

西
口

和
（
西
新
町
２
）

山
�
忠
治
（
中
沢
２
）

▼
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
尽
く

さ
れ
た
功
績

荒
木

喜
博
（
四
郎
丸
４
）

佐
藤

祥
子
（
城
内
町
１
）

▼
多
年
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績

森
本

信
子
（
新
保
１
）

▼
多
年
消
防
団
員
と
し
て
尽
く
さ

れ
た
功
績

小
林

誠
（
大
積
高
鳥
町
）

竹
井

修
三
（
高
頭
町
）

津
田

稔
（
本
町
３
）

横
山

建
次
（
曙
１
）

〔
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者

褒
賞
規
則
に
よ
り
表
彰

さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
施
設

に
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

長
岡
そ
ば
業
組
合

（
坂
之
上
町
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
活
動

を
続
け
ら
れ
た
功
績

宮
本
町
３
丁
目
辰
野
会

（
宮
本
町
３
）

グ
ル
ー
プ
（
４
人
）

佐
藤

テ
ル

吉
岡

キ
ミ

山
口

キ
ク

恩
田

和
子
｝（
宮
内
４
）

島
宗

武
雄
（
蓮
潟
４
）

早
川

昭
二
（
喜
多
町
）

星
野
省
八
郎
（
千
歳
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
除
雪
活
動
を
続

け
ら
れ
た
功
績

小
杉

誠
（
曲
新
町
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
除
雪
お
よ
び
環

境
美
化
活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

松
苗

光
江
（
土
合
５
）

■
長
岡
友
の
会

家
事
家
計
講
習
会

期
日
�
①
11
月
16
日
�
②
18
日
�
③
20
日

	
時
間
�
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
�

①
四
郎
丸
公
民
館
②
神
田
公
民
館
③
長
岡

友
の
家
（
稲
葉
町
）

テ
キ
ス
ト
代
�
３

５
０
円

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
友
の
会
・

棚
橋
さ
ん


34
・
０
７
５
４

■
中
古
衣
料
品
即
売
会

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
料
品
を
格
安
で

販
売
し
ま
す
。

提
供
受
付
�
11
月
16
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

即
売
日
時
�
11
月
17
日
�
・
18

日
�
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
�
厚

生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡

支
部
事
務
局


39
・
５
０
５
０

■
平
成
12
年
家
計
簿
を
販
売
し
ま
す

期
日
�
11
月
25
日
�
か
ら

価
格
�
３
６

０
円

販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ
�
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡
支
部

事
務
局


39
・
５
０
５
０

■
国
の
教
育
ロ
ー
ン

対
象
�
高
校
、
大
学
、
専
修
・
各
種
学
校

に
入
学
・
在
学
す
る
人
の
保
護
者

融
資

額
�
２
０
０
万
円
以
内

利
率
�
年
２
・
３
％

融
資
期
間
�
10
年
以
内

問
い
合
わ
せ
�

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店


36
・
４
３

６
０

■
中
小
企
業
金
融
相
談

相
談
日
時
�
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

会
場
・
問
い
合
わ
せ
�
新
潟
県
庁

11
階
商
工
振
興
課
（
新
潟
市
新
光
町
）



０
２
５
・
２
８
５
・
６
８
８
７
、
６
９
６
６

■
長
岡
地
区
合
同
求
人
説
明
会

日
時
�
11
月
18
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４

時

会
場
�
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

対
象
�

来
春
卒
業
見
込
み
の
学
生
と
一
般
の
就
職

希
望
者

内
容
�
事
業
者
の
求
人
説
明
、

希
望
者
と
の
個
別
面
接

問
い
合
わ
せ
�

長
岡
公
共
職
業
安
定
所


32
・
１
１
８
１

２３

長
岡
市
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者

長
岡
市
表
彰
式
は
12
月
５
日
�日
、
市
役
所
で
行
い
ま
す
。

受
賞
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
長
岡
市
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
次
の
方
々
と
団
体
で
す
（
敬
称
略
）。

●
市
民
体
育
祭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
�
12
月
19
日

午
前
８
時
30

分
か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館

種
目
�
一
般
男
・
女（
９
人
制
）

参
加
料
�
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
12
月
10
日
�
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ

抽
選
会
�
12
月
15
日
�
午
後
６
時

30
分
か
ら
市
民
体
育
館
会
議
室
で

●
市
民
体
育
祭

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

対
戦
表
は
、
後
日
郵
送
し
ま
す
。

日
時
�
12
月
３
日
�
午
後
６
時
か

ら
、
４
日
	
・
５
日

午
前
９
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館

種

目
�
一
般
男
・
女

参
加
料
�
１

チ
ー
ム
３
、５
０
０
円

申
し
込
み

�
11
月
19
日
�
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
市
民
体
育
館
へ

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。
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■
長
岡
生
協
ま
つ
り

日
時
�
11
月
21
日

午
前
11
時
〜
午
後
３

時

会
場
�
ハ
イ
ブ
長
岡
大
ホ
ー
ル

内

容
�
生
協
商
品
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
環
境
商
品
紹
介
ほ
か

問
い
合
わ

せ
�
市
民
生
協
に
い
が
た
長
岡
セ
ン
タ
ー



24
・
０
０
５
５

■
小
学
生
卓
球
教
室
参
加
者
募
集

期
日
と
会
場
�
①
月
曜
日
コ
ー
ス
…
11
月

22
日
〜
３
月
13
日
の
毎
週
月
曜
日
（
長
岡

聾
学
校
）
②
水
曜
日
コ
ー
ス
…
11
月
24
日

〜
３
月
21
日
の
毎
週
水
曜
日
（
阪
之
上
小
）

時
間
�
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象
�

小
学
４
年
生
以
下

定
員
�
①
②
と
も
男

女
各
10
人

持
ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服

装
（
ラ
ケ
ッ
ト
な
し
も
可
）

参
加
料
�

各
８
、０
０
０
円
（
初
回
に
、
両
コ
ー
ス
に

参
加
す
る
人
は
１
２
、０
０
０
円
）

問
い

合
わ
せ
�
Ｊ
Ａ
長
岡
市
内
長
岡
市
卓
球
協

会
・
三
浦
さ
ん


35
・
１
３
０
０

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ

長
岡
大
会

日
時
�
12
月
12
日

午
前
10
時
か
ら

会

場
�
市
民
体
育
館

試
合
�
①
市
内
中
学

校
…
午
前
11
時
か
ら
②
日
立
那
珂
｜
日
立

甲
府
（
女
子
）
…
午
後
１
時
か
ら
③
大
和

証
券
｜
い
す
ず
（
男
子
）
…
午
後
２
時
40

分
か
ら

料
金
�
指
定
２
、５
０
０
円
、
自

由
１
、５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
１
、０
０

０
円
）、
当
日
各
５
０
０
円
増

申
し
込
み

�
市
民
体
育
館


34
・
２
７
０
０

■
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’99

日
時
�
11
月
13
日
	
午
前
10
時
〜
午
後
３

時

内
容
�
医
療
や
福
祉
の
紹
介
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
施
設
利
用
者
の
作
品
展
示
、

悠
久
太
鼓
な
ど

会
場
・
問
い
合
わ
せ
�

悠
遊
健
康
村
病
院
・
川
崎
さ
ん


47
・
８
５

０
０ ミ

ニ
情
報

２２

スポーツ
�財
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

34
・
２
７
０
０

ゆうあいピックしまね大会で
田辺加二郎さんが第２位に！

10月２日、３日の２日間にわたり、ゆう
あいピックしまね大会（第８回全国知的障
害者スポーツ大会）が島根県松江市で開か
れました。大会には、全国から約4,200人の
選手らが参加し、陸上、水泳、卓球、サッ
カー、バスケットボールなど10競技を通じ
て交流を深めました。長岡市からは田辺加
二郎さんが卓球の壮年の部に出場。見事、
第２位に入賞しました。
田辺さんは「卓球は余
暇に楽しむ程度だったの
で、大会前はこんなにや
れると思っていませんで
した。当日は体調がとて
もよくて、試合も逆転、
逆転で勝てて、大変満足
しています。今後も卓球
をやっていきたいです。
今回の大会は、若い人
の出場が目立ち、参加者
の層の広がりを感じまし
た。できるだけ多くの人たちがこのような
大会に出れるといいですね」と入賞の喜び
と大会の感想を話してくれました。

12月３日～９日は障害者週間です

ふれ愛ダンス
フェスティバル（無料）

12月９日の障害者の日にちなんで
開催します。だれにでもできるダン
スやレクリエーションが楽しめます。
日 時＝12月５日午後１時30分～

４時
会 場＝北部体育館
対 象＝障害者とボランティア
持ち物＝内ばき、動きやすい服装
申し込み＝11月24日�までに福祉相

談課
39・2218へ

▲２連覇を目指します！
（10月16日・市民体育館）

「市内のバレーボール好きが集まってできたク
ラブです。現在メンバーは14人で、毎週土・日
に２時間程度練習しています。チームは今、世
代交代の時期で、今回の大会は若手中心でのぞ
むことになりそうです。その点では不安もあり
ますが、ぜひ、２連覇したいですね」（蒼柴会バ
レーボールクラブ代表・佐藤道雄さん）

ミ
ニ

ニ
ュ
ース

▲体を動かすって楽しいよ！
（昨年のふれ愛ダンスフェスティバルで）

▲田辺加二郎さん
（桜花園入所）

ともしび
マーク



●
日
赤
社
費
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６
月
か
ら
始
め
た
日
本
赤
十
字

社
の
平
成
11
年
度
社
費
募
集
額
は
、

２
、０
８
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

社
費
は
災
害
救
助
活
動
や
救
急

法
の
講
習
な
ど
、
赤
十
字
事
業
を

行
う
活
動
資
金
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
福
祉
総
務
課
内
日

赤
長
岡
市
地
区
事
務
局
�
39
・
２
２

１
７

●
秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
�
〜
15
日
�

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、
火
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

暖
房
器
具
は
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
を
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

〜
今
年
は
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
〜

10
月
１
日
現
在
で
62
件
（
昨
年

は
１
年
間
で
65
件
）
発
生
し
て
お

り
、
12
月
末
に
は
昨
年
を
上
回
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
原
因
は
ほ
と
ん
ど
が
「
不

注
意
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
を

取
り
扱
う
と
き
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
消
防
本
部
予
防
課

�
35
・
２
１
９
０

応
じ
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
�
12
月
９
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場
�
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容

�
不
登
校
、
発
達
の
遅
れ
な
ど
に
つ
い
て

の
個
別
相
談

対
象
�
子
ど
も
と
家
族

問
い
合
わ
せ
�
悠
久
荘
臨
床
心
理
室
・
服

部
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
�
24
・
３
９
３
０

■
�
長
岡
社
奨
学
会
の
奨
学
生
募
集

対
象
�
県
内
の
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
（
自

宅
通
学
と
短
期
・
夜
間
部
を
除
く
）
へ
進

学
し
た
人
で
、
出
身
高
校
学
校
長
か
ら
推

薦
を
得
た
人

募
集
人
数
�
５
人
程
度

奨
学
金
額
�
月
７
万
円
以
内

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
�
12
月
31
日
�
ま
で
に
〒

９
５
４
｜
０
１
３
１
中
之
島
町
中
興
野
18

の
２
㈱
原
信
本
部
内
�
長
岡
社
奨
学
会
事

務
局
�
66
・
６
７
１
１
へ

名
前
の
由
来
は
、
葉
に
光
沢
が

あ
っ
て
、
フ
キ
の
葉
に
似
て
い
る

「
艶つ

や

葉ば

蕗ぶ
き

」
が
縮
ま
っ
て
ツ
ワ

ブ
キ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。自

生
地
は
、
日
本
海
側
で
は
石

川
県
以
南
、
太
平
洋
側
で
は
福
島

県
以
南
の
海
岸
や
そ
の
近
く
の
山

地
で
す
が
、
庭
植
え
と
し
て
は
、

長
岡
市
内
で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

常
緑
の
多
年
草
で
、
江
戸
時
代

の
初
め
か
ら
、
茶
室
の
庭
の
下
草

や
根
締
め
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

葉
だ
け
楽
し
む
な
ら
、
日
陰
で

も
よ
い
の
で
す
が
、
晩
秋
の
花
も

楽
し
む
に
は
日
当
た
り
か
ら
半
日

陰
に
植
え
ま
す
。

緑
葉
黄
花
が
一
般
的
で
す
が
、

斑
入
り
葉
や
波
状
葉
な
ど
、
美
し

く
て
鑑
賞
価
値
の
高
い
葉
の
変
わ

り
種
が
改
良
さ
れ
て
、
園
芸
品
種

が
い
ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
庭
植
え
）
本
来
、
丈
夫
な
植
物

で
、
日
当
た
り
の
よ
い
所
で
も
よ

い
の
で
す
が
、
斑
入
種
の
場
合
は
、

半
日
陰
か
ら
日
陰
の
所
が
適
し
ま

す
。種

子
で
も
増
殖
は
で
き
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
株
分
け
を
し
ま
す
。

４
〜
５
月
か
10
月
こ
ろ
に
、
葉
を

２
〜
３
個
つ
け
た
根
茎
を
腐
植
質

を
多
く
含
ん
だ
水
は
け
の
よ
い
土

地
に
植
え
付
け
ま
す
。

一
度
植
え
れ
ば
、
後
は
ほ
と
ん

ど
手
入
れ
が
い
り
ま
せ
ん
。
寒
さ

に
も
よ
く
耐
え
、
４
〜
５
年
に
１

回
く
ら
い
株
分
け
を
す
る
程
度
で

よ
い
で
し
ょ
う
。

肥
料
は
、
例
と
し
て
降
雪
前
に

マ
グ
ア
ン
プ
Ｋ
を
１
㎡
当
た
り
１

０
０
〜
２
０
０
ｇ
ほ
ど
施
す
程
度

で
十
分
で
し
ょ
う
。

（
鉢
植
え
）
半
日
陰
で
風
通
し
の

よ
い
棚
の
上
な
ど
に
置
く
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

庭
植
え
と
は
逆
で
、
多
湿
を
避

け
て
水
は
け
が
よ
い
よ
う
に
し
て

植
え
込
む
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

用
土
は
、
例
と
し
て
赤
玉
土
７
、

桐
生
砂
３
な
ど
の
配
合
土
が
適
し

て
い
ま
す
。
鉢
は
深
め
の
大
き
い

も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

乾
か
し
気
味
に
し
て
育
て
る
と
、

い
く
ら
で
も
小
型
化
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
開
花
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

肥
料
は
、
春
先
か
ら
少
量
の
固

形
肥
料
を
、
月
に
１
回
程
度
与
え

ま
す
が
、
葉
面
散
布
肥
料
を
併
用

す
る
と
一
層
葉
が
美
し
く
な
り
ま

す
。

（
寄
せ
植
え
）
日
本
の
秋
は
格
別

風
情
が
あ
り
ま
す
。
和
の
雰
囲
気

を
持
つ
ツ
ワ
ブ
キ
は
最
適
の
材
料

と
い
え
ま
す
。

寄
せ
植
え
の
材
料
と
し
て
、
フ

ク
リ
ン
ツ
ワ
ブ
キ
、
タ
カ
ノ
ハ
ス

ス
キ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
リ
ン
ド
ウ
、

シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
秋
を
表
現
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

食
用
な
ど
に

鑑
賞
用
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

自
生
地
で
は
古
く
か
ら
山
菜
と
し

て
山
取
り
さ
れ
て
、
食
用
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

葉
柄
を
キ
ャ
ラ
ブ
キ
に
、
和
え

物
、
塩
漬
け
、
か
す
漬
け
、
ま
た

花
蕾
を
採
り
、
天
ぷ
ら
や
ゆ
が
い

て
酢
の
物
に
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。民

間
薬
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
葉
を
摘
み
取
っ
て
、

水
洗
い
し
、
火
で
あ
ぶ
っ
て
よ
く

揉
ん
で
柔
ら
か
く
し
て
、
お
で
き

や
火
傷
の
患
部
に
貼
り
、
１
日
に

２
〜
３
回
取
り
替
え
た
り
し
ま
し

た
。乾

燥
し
た
葉
は
煎
じ
て
、
下
痢

や
食
中
毒
な
ど
の
と
き
に
温
服
さ

れ
ま
し
た
。

晩
秋
の
庭
を
彩
る

古
く
か
ら
の
草
花
ツ
ワ
ブ
キ

秋
も
深
ま
り
、
咲
く
花
も
少
な
く
な
る
こ
ろ
、
庭
の
片
隅
に

植
え
ら
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
、
菊
の
花
に
似
た
ツ
ワ
ブ

キ
の
黄
色
い
花
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ツ
ワ
ブ
キ
は
、
植
え
ら
れ
た
環
境
が
多
少
悪
く
て
も
、

そ
の
場
に
合
わ
せ
て
美
し
さ
を
発
揮
す
る
協
調
性
の
あ
る
不
思

議
な
植
物
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

〇149

２５

長岡工業導入団地
拡張区画の分譲を開始します
分 譲 地 高見町地内
分譲区画 ５区画
面 積 1,652.52㎡～4,978.78㎡
分譲価格 30,000円／㎡
対 象 市内または市外の製造業を営む者

で、土地の取得後３年以内に工場
を建設し、自ら製造を行う者

そ の 他 優遇措置として、「長岡市工場等立
地促進資金」の融資を受けられる
ほか、税制特典もあります

決定方法 先着申込順に審査し、譲渡人を決
定します

申し込み 11月16日�から
（平日午前8時30分～午後5時15分）

申込用紙は、11月１日	から長岡地域土地
開発公社（窓口＝工業振興課�39・2222）に
備え付けてあります。

●
退
職
者
医
療
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

次
の
３
つ
の
条
件
に
す
べ
て
あ

て
は
ま
る
人
は
、
退
職
者
医
療
制

度
（
本
人
）
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
未
満
の
人
（
た
だ
し
、
老

人
保
健
制
度
に
該
当
し
て
い
る
人

は
除
く
）
②
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
、
船
員
保
険
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
③
こ
れ
ら

の
年
金
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上

の
人
ま
た
は
40
歳
以
後
の
年
金
の

加
入
期
間
が
10
年
以
上
の
人

ま
た
、
①
〜
③
の
条
件
を
満
た

す
人
の
配
偶
者
ま
た
は
３
親
等
以

内
の
親
族
で
、
年
間
収
入
が
１
３

０
万
円
未
満
（
60
歳
以
上
は
１
８

０
万
円
未
満
）
の
人
（
被
扶
養
者
）

も
対
象
で
す
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金
�
外
来
…

本
人
２
割
と
薬
剤
一
部
負
担
金
・

被
扶
養
者
３
割
と
薬
剤
一
部
負
担

金
、
入
院
…
本
人
・
被
扶
養
者
と

も
に
２
割
と
食
事
代

手
続
き
�

年
金
証
書
等
の
年
金
加
入
期
間
を

証
明
す
る
書
類
、
国
民
健
康
保
険

証
を
持
っ
て
市
民
課
へ

問
い
合

わ
せ
�
国
保
医
療
課
�
39
・
２
２
２

０

●
要
援
護
世
帯
に
除
雪
費
を

助
成
し
ま
す

老
人
、
母
子
、
障
害
者
世
帯
な

ど
の
う
ち
、
労
力
や
経
済
的
な
理

由
で
自
力
で
は
屋
根
の
除
雪
が
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
、
除
雪
費
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

通
じ
て
12
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
お
近
く
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
ま
た
は
福
祉
総
務

課
�
39
・
２
２
１
７

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 
940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

■
冬
期
間
の
高
速
道
路
の
交
通
情
報

交
通
情
報
�
０
２
５
７
・
84
・
４
８
１
１
（
関

越
ト
ン
ネ
ル
付
近
）、
０
２
５
・
２
３
３
・
０

１
０
２
（
北
陸
道
、
関
越
道
）

問
い
合

わ
せ
�
日
本
道
路
公
団
長
岡
管
理
事
務
所

�
46
・
５
７
５
１

■
新
潟
大
学
附
属
長
岡
小
学
校
児
童
募
集

募
集
人
数
�
１
年
生
80
人
、
２
〜
５
年
生

若
干
名

対
象
�
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町

村
で
通
学
に
適
当
な
範
囲
（
片
道
お
お
む

ね
１
時
間
以
内
）
に
保
護
者
と
居
住
し
て

い
る
児
童

申
し
込
み
�
11
月
８
日
	
〜

18
日
�
に
直
接
同
校
事
務
室
窓
口
�
32
・
４

１
９
１
へ
（
郵
送
不
可
）

■
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
関
川
展

同
和
問
題
、
障
害
者
・
子
ど
も
・
女
性

問
題
な
ど
、
人
権
が
テ
ー
マ
で
す
。

期
間
�
12
月
３
日
�
〜
９
日
�
会
場
�

関
川
村
村
民
会
館

問
い
合
わ
せ
�
県
人

権
啓
発
室
�
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
１

■
法
務
総
合
相
談
所
（
無
料
）

日
時
�
12
月
３
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
３

時

会
場
�
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル

相
談
内
容
�
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
不
動

産
登
記
に
関
す
る
こ
と
な
ど
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
�
新
潟
地
方

法
務
局
長
岡
支
局
�
33
・
５
５
１
１

■
12
月
４
日
�
〜
10
日
�
は
人
権
週
間

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
�
33
・
５
５
１
１
（
法
務
局
）

■
院
外
子
ど
も
相
談
会
（
無
料
）

医
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が

ミ
ニ

情
報

くくらら ししのの 情情報報 №18

電話で呼び出されて、会員になったつもりが
ビデオ教材を契約したことに…
Ｑ： 「同級生の紹介で電話をしているんだ
けど、コンサートのチケットをあげるか
ら会わない？」と自宅に電話があったの
で、友人と一緒に会いに行った。すると、
「会員になると海外旅行に安く行けたり、
電化製品や貴金属が安く買えたりする」
と言われ、言うとおりに契約書を書いた
ら、ビデオ教材が届いた。
「ビデオなんて頼んでいない」と電話をすると、「後から
連絡する」と言われ、その後相手と連絡がとれなくなって
しまったのに、支払いの請求がきて困っている。

Ａ： このような商法を「アポイントメント商法」と言います。
販売の目的を隠して、特典をえさに喫茶店などに呼び出し、
商品を売りつけるもので、若者が狙われるケースが多いよ
うです。異性からの電話勧誘に、ついデート感覚で出かけ
て被害に遭う「デート商法」もこの一つです。
相談者からセンターに相談があったのは、契約した半年
後だったので、勧誘されたときの状況を書面にして、販売店
に解約の申し出をするよう助言しました。センターからも
販売店に対し、ビデオ契約についてよく説明をしていない
等の問題点を指摘した結果、既払金だけで解約できました。
契約してから８日間以内であればクーリング・オフ（契
約の無条件解除）できますが、それを過ぎると解約が難し
く、解約できても解約金をとられるので注意が必要です。
契約するときは契約書の内容をよく確認し、おかしいと
ころがあればはっきりと断りましょう。

問い合わせは消費生活センター�３２・００２２へ

２４

くらし

「レスキューボード」が
グッドデザイン金賞を受賞！

市内の製造業15社でつくる「長岡産業デザイン研究会」
が開発し、安達紙器工業㈱が製作した緊急用簡易担架「レ
スキューボード」が、�日本産業デザイン振興会が選定す
る「グッドデザイン賞」金賞（通商産業大臣賞）を受賞し
ました。
これは独創的でデザインの優れた商品や施設に贈られる
もので、受賞した「レスキューボード」は、特殊な繊維製

の強い再生紙でできていて、こ
れまでの担架より軽く、折り畳
めることや、混乱状態でもだれ
もが間違わずに使える単純な構
造とわかりやすいデザインなど
が評価されたものです。
災害に備え、家庭や自主防災
会などでそろえてみてはいかが
でしょうか。

土木フェスティバル ｉｎ Ｎａｇａｏｋａ’99

日 時 11月14日午前10時～午後３時
会 場 ハイブ長岡駐車場
内 容 「ロボコン」ショー、木工工作体験コーナー、コンクリー

ト製粗品プレゼント、土木クイズ、建設機械の展示・実演
ほか

問い合わせ 道路管理課�39・2232

ミニ

ニュ
ース



●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
等
の
人
の
食
事
、
か
ら
だ

や
心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す

る
こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間
�

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
糖
尿
病
教
室

賢
く
食
べ
て
楽
し
く
動
こ
う
！

対
象
�
糖
尿
病
・
糖
尿
病
の
疑
い

が
あ
る
と
い
わ
れ
た
人
と
希
望
者

定
員
�
40
人

日
時
�
11
月
26
日

�
、
12
月
３
日
�
、
10
日
�
、
12

年
２
月
８
日
�
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分

会
場
�
健
康
セ

ン
タ
ー

内
容
�
医
師
・
栄
養
士

の
講
義
、
調
理
実
習
、
軽
い
運
動
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

参
加
料

�
１
、５
０
０
円

申
し
込
み
�
11

月
16
日
�
ま
で

●
寝
た
き
り
の
人
の

結
核
検
診

（
無
料
）

申
し
込
ん
だ
人
に

後
日
、
喀か

く

た
ん
容
器

を
送
り
ま
す
の
で
、

提
出
日
の
朝
、
採
た

ん
を
し
、
指
定
の
場

所
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
�
寝
た
き
り
や

歩
行
困
難
等
で
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を

受
け
ら
れ
な
い
人

提
出
日
�
12
月
８
日

�
、
15
日
�
、
22
日

�
、
12
年
１
月
12
日

�
、
19
日
�
提
出

場
所
�
健
康
セ
ン
タ

ー
、
長
岡
保
健
所
、
各
地
区
公
民

館

申
し
込
み
�
11
月
19
日
�
ま

で●
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

今
年
度
、
最
後
の
日
程
で
す
。

未
受
診
の
人
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

期
日
�
11
月
19
日
�
時
間
�
午

前
中

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
�
40
歳
以
上

料
金
�
胃
９

０
０
円
、
大
腸
５
０
０
円
（
70
歳

以
上
は
無
料
）

定
員
�
１
０
０

人

申
し
込
み
�
健
康
課
�
32
・
５

０
０
０

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
35
年
４

月
２
日
〜
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
�
11
月
17
日
�
・
18
日
�
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
�
健

康
セ
ン
タ
ー

内
容
�
血
圧
測
定
、

尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂
血
症
な

ど
の
検
査

申
し
込
み
�
会
場
で

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

平
成
11
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の
３

・
９
か
月
児
健
康
診
査
が
４
・
10

か
月
児
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
の
対
象
�
４
か
月
健
診
…
平

成
11
年
８
月
生
ま
れ

10
か
月
健

診
…
平
成
11
年
２
月
生
ま
れ

日

時
�
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・
病

院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物

�
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、
母
子
健

康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ
ん
の

尿
（
10
か
月
児
の
み
）

ィ
ア
連
合
会
�
47
・
２
２
３
３
へ
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
�
11
月
13
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

会
場
�
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

内
容
�
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
運
動
提
唱
者
・
宇
野
弘
信
さ
ん
の

講
演
「
生
き
が
い
と
死
に
が
い
」、
施
設
職

員
の
劇「
介
護
保
険
で
老
後
は
変
わ
る
か
？
」

ほ
か

定
員
�
４
０
０
人

問
い
合
わ
せ

�
長
岡
医
療
と
福
祉
の
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
合
会
�
47
・
２
２
３
３

■
広
域
レ
ー
ザ
ー
技
術
実
用
研
修

期
間
�
11
月
29
日
�
〜
12
月
22
日
�
会

場
・
申
し
込
み
�
11
月
22
日
�
ま
で
に
〒

９
４
０
｜
２
１
３
５
深
沢
町
上
ノ
山
２
０

８
５
の
16
レ
ー
ザ
ー
応
用
工
学
研
究
所
�

46
・
６
２
３
１
、
	
47
・
０
２
０
０
、Ｕ

Ｒ
Ｌ

へ

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

■
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
と
請
求
用
紙
を
無
料
で
送
り
ま
す
。

請
求
先
�
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研

究
振
興
調
査
機
構
〒
１
０
０
｜
０
０
１
３

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
３
の
２
新
霞
が
関

ビ
ル
９
階
�
０
３
・
３
５
０
６
・
９
４
１
１

■
雇
用
関
係
各
種
支
援
制
度
説
明
会

日
時
�
11
月
25
日
�
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
�
長
岡
商
工
会
議
所

�
32
・
４
５
０
０

■
県
有
地
の
売
却
（
一
般
競
争
入
札
）

対
象
�
台
町
２
の
63
（
旧
長
岡
財
務
事
務

所
公
舎
職
員
住
宅
跡
地
）

地
目
・
地
積

�
宅
地
４
５
２
・
84
㎡

入
札
日
時
・
場
所

�
11
月
25
日
�
午
後
１
時
30
分
に
長
岡
総

合
庁
舎
で

現
地
案
内
�
11
月
12
日
�
午

後
１
時
30
分
に
現
地
で

問
い
合
わ
せ
�

県
総
務
部
管
財
課
�
０
２
５
・
２
８
５
・
５

５
１
１
内
線
２
２
７
６

２７

健康
健
康
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

�
32
・
５
０
０
０

23
祝


期
日

Ｊ
Ｒ

長
岡
駅

大
手
口

会

場

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時

時

間

11
�
12/４
�

ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

19
�

12/1


期
日

栄
養
相
談

内

容

栄
養
士

保
健
婦 担

当

11/24

心
の
健
康
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

保
健
婦

11/10


問い合わせ＝長岡観光・コンベン
ション協会�32・1187

越後長岡イメージ

キャラクター

入賞作品決定！
長岡観光・コンベンシ
ョン協会では、長岡のイ

メージキャラクターのデザインを
募集し、このたび入賞作品が決ま
りました。
応募者数２５１人、応募点数３
４７点の中から大賞に選ばれたの
は、燕市の信貴正明さんの作品「ナ
ッちゃん」です。今後、長岡のＰ
Ｒグッズ等に活用する予定です。
長岡の新しい観光の顔として、
みなさんかわいがってあげてくだ
さいね。

▲ナッちゃん

▲諸橋わかなちゃん（右の赤ちゃん）とのどかちゃん（左の赤ちゃん）
は双子です（10月18日の赤ちゃん相談で）

ｈｔｔｐ：//ｗ
ｗ
ｗ
1.ｓｐｈｅｒｅ

.ｎｅ.ｊｐ
/ａｌｅｃ

/

●
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番

の
日
」
１
１
９
番
フ
ェ
ア

日
時
�
11
月
９
日
�
午
後
０
時
50

分
〜
２
時

会
場
�
立
川
綜
合
病

院

内
容
�
消
防
音
楽
隊
演
奏
、

は
し
ご
車
な
ど
に
よ
る
消
防
訓
練
、

火
災
現
場
写
真
の
展
示
、
仮
設
の

「
１
１
９
番
通
報
装
置
」
設
置
、

市
民
参
加
の
「
１
１
９
番
」
通
報

の
練
習

問
い
合
わ
せ
�
消
防
署

�
36
・
０
１
１
９

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
（
児
童
に
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）
が
い
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）。

対
象
�
①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と

児
童
②
両
親
が
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
と
そ
の
児
童
③
両
親

の
う
ち
一
方
ま
た
は
両
方
が
重
度

障
害
の
場
合
、
重
度
障
害
の
な
い

親
と
児
童

助
成
額
�
医
療
費
の

自
己
負
担
額
か
ら
一
部
負
担
金
（
通

院
は
１
日
５
３
０
円
×
４
回
、
入

院
は
１
日
１
、２
０
０
円
と
食
事

代
）
を
差
し
引
い
た
額
（
助
成
は

申
請
の
翌
月
分
か
ら
）

問
い
合

わ
せ
�
国
保
医
療
課
保
険
給
付
係

�
39
・
２
２
２
０

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

■
管
理
者
の
み
な
さ
ん
へ

あ
な
た
の
メ
ー
タ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

貸
し
ビ
ル
等
で
、
各
室
の
電
気
使
用
料

金
を
算
出
す
る
「
子
メ
ー
タ
」
に
も
、
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
期
限
を
確
か
め
、

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
�
日
本
電
気
計
器
検
定
所
新

潟
試
験
所
�
０
２
５
・
２
４
６
・
３
３
７
１

■
無
料
法
律
相
談

日
時
�
11
月
21
日
�
・
22
日
�
午
後
１
時

〜
８
時

対
象
�
係
争
中
の
事
件
を
除
く

民
事
事
件

相
談
�
新
潟
大
学
法
律
相
談

部
�
０
２
５
・
２
６
３
・
６
８
６
４
、
２
６

２
・
４
５
０
２
、
２
６
９
・
６
２
８
７

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
課
程
養
成
研
修

期
日
�
12
月
３
日
�
・
６
日
�
・
８
日
�

・
10
日
�
・
14
日
�
・
16
日
�
・
21
日
�

会
場
�
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か

定
員
�

30
人
（
全
回
出
席
可
の
人
）

受
講
料
�

無
料

申
し
込
み
�
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
課
程
養

成
研
修
希
望
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
、
返
信

の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
11
月
17
日
�
ま
で
に
〒
９
４
０
｜
８

５
５
０
今
朝
白
２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ
長
岡
市

組
織
課
�
35
・
１
３
０
４
へ
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
課
程
養
成
研
修

期
間
�
平
成
12
年
１
月
８
日
〜
３
月
18
日

の
毎
週
土
曜
日

会
場
�
長
岡
西
病
院

定
員
�
20
人

受
講
料
�
１
０
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
課
程
養
成
研
修

受
講
希
望
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
、
返
信

の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
11
月
24
日
�
ま
で
に
〒
９
４
０
｜
２

１
３
５
長
岡
医
療
と
福
祉
の
里
ボ
ラ
ン
テ

ミ
ニ

情
報

２６

至新潟�
青少年文化�
センター�

栖 

吉 

川�

栖吉川�

長岡高校�

長岡�
大手高校� 至新潟�

中央図書館�
市民体育館�

四郎丸�
小学校�

四郎丸交番�

至小千谷�

国
道
17
号�

マイロード長岡�

長
岡
駅�

サンライフサンライフ�
長岡長岡�
サンライフ�
長岡�

現地案内図�

国道352号�

国道40
4号�

分譲区画図�

栖 

吉 

川�

公園�

国道352号�

悠久山自転車歩行者専用道�

～長岡地域土地開発公社からの
お知らせ～

住宅用地分譲中！
〔場 所〕前田２丁目・10区画
〔区画面積〕181.22㎡～242.19㎡
〔価 格〕2,029万円～2,825万円

（１㎡あたり112,000円～
121,000円）

〔申込要件〕・１世帯１区画（共有でも可）です
・法人の申し込みはできません

〔決 定〕申し込み先着順に買受人を決定
〔受け付け〕12月24日�まで
〔持参するもの〕印鑑、住民票抄本１通
〔申し込み〕用地管財課内長岡地域土地開発公社

�39・2211


財長岡市芸術文化振興財団
事業担当職員募集

採用時期 平成12年４月
雇用期間 平成12年４月１日～平成13年３月31日（事業運営の実

績により、更新する場合があります）
勤 務 地 長岡リリックホール
職種と人員 事業担当１人
職務内容 自主事業の企画、制作と実施に関する業務
受験資格 ①昭和46年４月２日～昭和53年４月１日に生まれた人

で、平成12年３月31日までに大学を卒業または卒業見
込みの人②芸術文化事業の企画・制作・実施に意欲の
ある人③英語力のある人が望ましい

試験日（一次） 12月10日�（事前に書類選考があります）
試験場所 長岡リリックホール
申し込み 11月27日�までに長岡リリックホールへ
問い合わせ 長岡市芸術文化振興財団 �29・7711


